
均
田
法
に
お
け
る
受
田
と
賦
課
に
関
す
る
一
考
察
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1
一
敦
焼
計
帳
戸
籍
の
受
田
敏
少
と
丁
男
の
位
置
i
一

西

村

兀

佑

【
要
約
日
　
均
田
制
時
代
の
敦
爆
戸
籍
に
お
い
て
口
分
田
受
田
率
の
低
い
こ
と
は
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
戸
籍
の
受
田
記
事
を
集
計
し
た

結
果
、
班
田
の
主
対
象
で
あ
る
丁
男
を
含
む
諜
戸
の
口
分
田
受
田
率
が
一
体
に
低
く
、
ま
た
衛
士
芦
の
受
田
率
の
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
｛
見

不
可
解
な
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
辺
境
地
帯
の
兵
役
重
徴
と
口
分
田
耕
作
と
の
両
立
し
が
た
い
こ
と
、
さ
ら
に
基
本
的
に
律
令
制
的
人
民
支
配

形
体
が
な
に
よ
り
も
人
身
支
配
を
優
先
し
て
い
る
事
態
に
想
到
し
、
し
た
が
っ
て
均
田
欄
の
班
田
を
単
な
る
定
額
の
土
地
給
与
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
皮

相
的
な
見
解
で
、
賢
聖
の
貫
徹
す
る
人
身
支
配
を
う
け
い
れ
た
残
り
の
労
働
力
が
わ
ず
か
に
受
田
の
私
的
経
営
へ
の
投
入
を
許
さ
れ
え
た
と
い
う
前
提
の

も
と
に
、
各
戸
の
受
田
造
営
も
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
均
田
制
度
を
虚
構
の
制
度
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国

家
の
直
接
人
身
支
配
の
厳
し
さ
を
媒
介
し
た
土
地
制
度
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
史
林
五
〇
巻
二
号
　
一
九
六
七
年
三
月

一

　
均
田
制
度
に
お
け
る
税
役
負
担
体
系
の
研
究
は
、
そ
の
大
綱
に
お

い
て
は
、
す
で
に
明
確
な
解
決
点
に
到
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
土
地
難
度
は
不
明
確
な
点
が
あ
り
、
こ
と
に
史
書
に

記
載
さ
れ
た
均
田
法
規
と
急
心
・
唐
代
の
敦
燈
戸
籍
等
に
み
え
る
受

田
の
実
体
と
の
間
に
存
在
す
る
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
た

び
た
び
究
明
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
解
決
点
に
達
し

て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
最
近
、
大
谷
探
検
隊
将
来
の
唐
本
土
魯
番

に
お
け
る
均
田
欄
関
係
古
文
書
の
綜
合
研
究
が
な
さ
れ
、
均
田
綱
度

の
重
大
問
題
で
あ
っ
た
班
田
収
授
の
事
実
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
は
、

画
期
的
な
蚊
穫
で
あ
っ
た
。
し
か
し
土
塩
瀬
は
車
代
中
国
に
お
い
て

は
特
殊
な
地
域
に
属
し
、
し
た
が
っ
て
土
魯
番
古
文
書
研
究
の
成
果

を
敦
爆
戸
籍
そ
の
他
均
田
制
度
全
般
の
問
題
解
明
に
そ
の
ま
ま
あ
て

は
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
土
偏
番
古
文
書
の
研
究
成
果
や
北
朝
西
魏
時
代
の
敦
燦
計
帳
様
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文
書
の
研
究
成
果
な
ど
最
近
に
お
け
る
一
連
の
研
究
業
績
を
綜
合
し

て
均
田
一
度
を
給
付
面
（
土
地
制
度
）
と
賦
課
面
（
税
役
制
度
）
の

両
方
か
ら
検
討
し
、
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
解
決
の
手
懸
を
得
よ
う
と

試
み
る
こ
と
は
無
意
義
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
わ

た
く
し
は
従
来
均
田
制
度
の
虚
構
性
を
し
め
す
も
の
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
唐
代
敦
煙
戸
籍
の
受
田
状
況
と
、
さ
ら
に
十
三
計
帳
様
文

書
の
受
田
状
況
と
を
分
析
し
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
均
田
制
度
の
虚
構

性
」
に
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
直
接
資
料
の
不
足
と
、

問
題
の
特
殊
性
の
た
め
正
史
そ
の
他
の
官
撰
史
料
に
よ
る
多
角
的
な

側
面
的
論
証
を
え
が
た
い
こ
と
が
残
念
で
あ
り
、
ま
た
全
般
の
考
察

に
あ
た
っ
て
幾
分
推
測
を
ま
じ
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
も
あ
る
が
、

拙
論
が
敦
煙
戸
籍
の
受
繊
内
容
の
疑
問
解
明
へ
の
一
試
論
と
な
り
う

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
諸
賢
の
御
高
教
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

一
、

北
朝
・
唐
に
お
け
る
敦
燵
計
帳
・

　
　
戸
籍
の
受
田
内
容
と
そ
の
問
題
点

　
ま
ず
北
朝
時
代
に
お
け
る
西
魏
文
書
の
受
田
内
容
か
ら
考
察
す
る
。

同
文
書
に
は
A
・
B
子
種
が
存
在
す
る
か
ら
、
A
種
文
書
か
ら
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
よ
う
。
文
書
の
記
載
事
項
復
載
に
代
え
て
、
つ
ぎ
に
受
田
内
容
に

関
す
る
必
要
事
項
を
表
示
し
よ
う
。

戸
童
名

劉
文
成

侯
老
生

其
天
婆

羅
　
門

口
広
生

叩
　
延

天
　
富

戸
　
内

受
田
日

種
別

戸
　
主

心耳
主

妻
息
　
男

臼

　　　　　　　　戸

牛　妻
　　　　　　　　虫

戸
主

妻
息
　
男

碑戸
主

妻

田
種
別
受
田
内
容

瀬
　
　
響

応
受
　
8
受

5　10

5　10

10

10

5　10

5　10

5

5

10

10

5　工0　5　10

（5）（10）　5　10

5　10

5　10

正
　
　
一

応
受
　
已
受

10　20

0　20

2e　lo　20

8　le　2e

20　20　10　20

5　2e　10　20

1o　20　lo　2e

（e）（11）　o　o

宅

1111

1e　20

0　10

1

応
受
已
受
対
焦

（
充
⑱
不
×
）

緬
　
田

＠　es＠　tw　＠

田
　
正

×

10　pt

×

12　e　pt

　　ee　＠
×

ls　e　e　tw

dy　tw
｝
⑱

＠　ee

　×　x　　x

－19　一le－20

　　×　　×

一10－10
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二
皮
乱

　　　戸
－妻

　　　主

5　10

．iLユq．

10　20

0　7

1

i＿豊＿亀

lx×
1－10－13

　
　
　
（
表
中
、
数
字
に
括
弧
を
つ
け
た
も
の
は
樵
定
二
軍
で
あ
る
。
）

　
本
文
書
は
い
わ
ゆ
る
麻
郷
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
に
よ
る
と
、

各
戸
に
お
い
て
痂
田
は
す
べ
て
充
足
さ
れ
て
い
る
。
桑
田
の
場
合
も

右
と
同
一
の
原
則
が
ま
も
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。

こ
れ
に
た
い
し
露
田
は
、
こ
の
文
書
の
応
受
田
記
載
に
よ
る
と
定
額

分田受

類
納雷

戸
数

受
田
者

応
益
　
　
　
　
斑

の
半
分
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
魏
均
田
法
第
＝
条
の
狭
郷
規

定
に
準
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
巳
受
田
は
規
定
応
寸

分
の
五
ニ
パ
…
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
同
種
文
書
の
末
尾
に
み
え
る
受
田
集
計
記
事
に
は
、
一
一
一
三
戸

の
受
田
内
容
を
足
∴
二
分
朱
足
・
二
分
垂
足
二
分
未
足
・
無
田
の

五
つ
の
グ
ル
…
プ
に
わ
け
て
集
計
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
記
載
内
容
を

表
示
し
よ
う
。

足
三
　
分

未
　
足

二
　
分

来
　
足

fx

牛老
　　　小

nt@IX

六
イ了∠i二1凹’丁

勲女男

…一 縺c・

未一

足分

七i

掘1牛碑要老31

　
受

躍
　
　
　
計

已

受

獅

受
田
率

：il三

受
El’g

率

園

受
田
率

計

o

r・一畠 @A．・
一一．　／x

oo

ノ、

一
六

＝
O

囲
五

一
三
〇

　
九
〇

　
二
〇

　
四
〇

六
　
　
互
豊

ニー鶯一八六八

一
八
〇

七
流

　
五

三
六
〇
　
　
一
一
鵬
　
　
八
四
八

　
一
〇

一
五
〇

　
一
〇

　
四
〇

三
〇
　
　
　
一
〇
〇
％

八
○

一
〇
〇
％

六
　
　
　
一
〇
〇
％
　
　
　
一
一
六

一
三
五

八
七
9
6
　
　
二
五
〇

六
七
・
五
％

八
○
　
　
…
六
〇

三
〇
　
　
　
六
〇

七
　
　
｝
三
嵩
七

六
　
　
一
〇
〇
9
6

二
鷹
○

九
六
％
　
　
一
七
〇

無

田

老
女

三
〇
％
　
　
　
一
三
　
　
　
一
〇
〇
％

三
九
一

記
載
面

で
は
六

畝
不
堤

二
二
三

五
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
　
一
五
隅

P
．

（
八
○
％
〉

（
○
・
〇
七
七
％
）

七
　
　
　
…
○
○
％
　
　
　
…
一
二

○

○

○

○

68　（220）



均繊法における受田と賦課に関する一考察（酎寸）

　
右
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
一
グ
ル
ー
プ
の
癌
老
中
小
戸
主
の
六

戸
が
麻
・
正
・
耕
牛
と
も
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
受
田
率
で
あ
る

の
を
の
ぞ
い
て
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
、
三
分
未
足
の
六
戸
は
麻
田
八
七

パ
ー
セ
ン
ト
、
正
田
六
七
・
五
。
パ
ー
セ
ン
ト
。
第
三
グ
ル
ー
プ
、
二

分
未
足
の
；
一
戸
は
麻
田
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
正
田
三
〇
パ
ー
セ
ン

ト
。
第
四
グ
ル
ー
プ
、
　
一
分
未
足
の
七
戸
は
麻
・
正
と
も
に
受
田
内

容
不
明
で
あ
る
が
、
A
種
文
書
の
廓
田
受
田
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

や
B
種
文
醤
の
他
の
グ
ル
ー
プ
　
（
館
五
グ
ル
～
ブ
の
無
田
を
特
殊
事
例

と
し
て
除
外
す
る
。
そ
の
理
由
は
後
述
）
の
廓
田
已
曲
率
が
九
〇
パ
ー
セ

ン
ト
の
高
率
を
し
め
し
て
お
り
、
ま
た
全
般
的
に
已
受
率
の
高
い
一
二

分
鳶
足
の
場
合
よ
り
も
、
さ
ら
に
已
受
率
の
低
い
二
分
未
足
の
場
合

に
お
い
て
、
麻
田
が
さ
ら
に
高
率
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
は
、
弓
田

の
已
受
率
が
蘇
・
正
両
老
の
綜
合
的
な
難
点
率
と
は
一
応
無
関
係
に
、

別
緬
の
意
図
に
よ
っ
て
故
意
に
高
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
可
能
性
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
一
分
未
足
の
場
合
の
よ
う
に
、
と

く
に
綜
合
的
已
受
率
の
低
い
場
合
に
お
い
て
も
、
麻
闘
受
田
率
が
低

か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
他
の
例
に
証
し
て
同
等
に
高
率

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
か
ら
、
か
り
に
一

分
未
足
グ
ル
ー
プ
の
麻
眠
受
田
率
を
と
く
に
低
く
み
つ
も
っ
て
八
○

パ
ー
セ
ン
ト
と
仮
定
し
て
も
、
正
田
の
そ
れ
は
わ
ず
か
に
○
・
〇
七

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
率
と
な
る
。

　
か
く
し
て
A
・
B
両
文
書
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
受
田
の
性
格
は
、

総
体
的
受
田
率
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
般
を
通
じ
て
臓
田
の
受

田
率
が
恒
常
的
に
高
く
、
こ
れ
に
た
い
し
正
田
の
そ
れ
は
不
安
定
で
、

各
戸
に
お
け
る
高
低
の
較
差
が
い
ち
じ
る
し
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
こ
の
事
実
は
藪
魏
の
み
な
ら
ず
、
霊
代
戸
籍
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
れ
を
表
示
し
よ
う
。

文
書
種
類

戸
主
名

　
受
　
　
田
　
　
口

騙
丁
姦
劃

一
～
ー
ー
i
－
1
－
一
し
剛

野
ヒ
　
？
　
　
　
　
り
引
　
　

．
二
三
～
　
　
？
　
｝

藷
丁
衛
ご

応
　
　
受
　
　
田
　
　
額

受
　
　
　
　
田

額

面
慰
劉
戸
籍
．
痢
，
、
強

P
　
　
瓢
工
一
山
ハ
九

當

才

永
業
　
陶
分
園
宅
計

二
〇

二
〇

八三三
〇〇〇

一
　
八
一

一
　
；
二

永
業

（
二
〇
）

受
累
・
分
受
累
鯉
稲
掛
計

i受全

備

考

一
〇
〇
　
（
八
）
　
一
三
・
三
　
〇

一
七
　
　
八
二
　
　
○

○

〇
　
一
　
【
○
○

八　　　八

四　　　E．

未
受
田
記
事
に

誤
あ
り
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武
盾
初
期
戸
籍

p
三
五
五
七

武
后
朝
戸
籍

P
　
工
六
八
四

先
天
二
年
戸
籍

p
　
二
八
ニ
ニ

張
玄
均

耶
寿
々

王
万
寿

不
明

不
明

閣
閃
一
兀
鵡
駒
一
戸
籍

受
　
田
　
率

　
　
　
　
　

醐
四
兀
閃
M
年
…
P
雛
相
董
田
心
糖
助

所
属
不
明
．

閣
閃
　
兀
初
陶
拠
戸
籍

s
蹴
九
五
〇

關
隅
一
兀
一
〇
年
…
戸

籍
P
　
三
八
九
八

舅’｝f：ミナ戸一fZ’）

　　　主

丁疲翼一ll旧珍翼

ト
漏
桃
園
切
十
・
　
　
二
〇

」
山
柱
罵
冒
十
・
　
　
二
〇

八三八三
〇〇〇〇

一
　
二
三
一
　
四
〇
　
一
〇
〇
　
三
．
五
　
一
八
・
瞬
　
○
　
　
　
○

七
五
三
二

戸
主

弟
妻

戸
主

三
主

．
　
7
曾

丁老？丁

　？

寡聞

ooc
八王八ooo

一
　
一
〇
一
隠
　
一
〇
　
　
五
〇
　
　
〇
　
　
　
　
〇

一
　
　
一
五
一
　
二
〇
　

一
〇
〇
　
一
工
○
　
　
　
二
七

一
　
一
〇
〇

1五一
〇一

…
塁
η

二
〇
　
八
〇
　
一
　
一
〇
一
　
二
〇
　
一
〇
〇
　
一
六

二
〇
〇
　
　
〇

一一

H
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均田法における受繊と賦謙に関する一考察（繭轡）
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〇
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均田法における受田と賦課に関する一考察（西村）
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六
二

二
七
…
買
照
が
応
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を
超

四
三
冤

六
〇
…

瓢
昭
フ崖く

備
考

　
一
、
唐
天
宝
以
前
の
戸
籍
で
備
考
欄
に
特
記
し
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
那
波
利
貞
博
土
発
表
の
も
の
。

　
一
、
脚
大
謄
四
年
手
実
は
池
田
温
氏
発
表
の
も
の
。

　
一
、
備
考
欄
に
東
洋
文
化
紀
要
と
記
入
し
た
も
の
は
山
本
達
郎
博
土
発
表
の
も
の
。

付
雷

　
一
、
数
字
に
括
弧
を
付
し
た
も
の
は
、
事
実
上
受
田
さ
れ
て
い
る
が
、
法
規
と
合
わ
な
い
も
の
。

　
一
、
戸
籍
記
事
中
で
受
田
内
容
不
明
の
も
の
は
除
去
し
た
。

　
一
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
も
の
は
敦
煙
の
も
の
ば
か
り
で
土
瓶
番
の
も
の
は
除
外
し
た
。
土
魯
番
で
は
永
業
田
が
応
受
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
、
臼
分
醸
は
全
然
給
付
さ
れ

　
　
て
い
な
い
。

　
一
、
勲
官
の
応
受
額
な
ど
は
計
算
に
い
れ
ず
、
す
べ
て
白
丁
と
し
て
計
算
し
た
。

　
一
、
こ
こ
に
掲
等
し
た
芦
籍
は
公
表
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
昭
和
鷲
一
十
五
年
十
一
月
六
日
束
大
照
学
会
で
山
本
教
授
の
発
表
さ
れ
た
も
の
（
敦
焼
発
見
オ
ル
デ
ソ
ブ
ル
グ
及
び

　
　
ペ
リ
オ
将
来
戸
制
田
舗
関
係
文
書
十
種
）
は
含
ん
で
い
な
い
が
、
そ
れ
を
加
え
て
も
論
旨
に
変
化
は
な
い
。

　
右
の
前
代
戸
籍
を
通
じ
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
永
業
田
の
受
田
率

が
一
〇
〇
パ
：
セ
ン
ト
に
ち
か
く
、
こ
れ
に
た
い
し
口
分
田
は
三
〇

。
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
受
田
率
で
あ
る
。
か
く
し
て
西
魏
・
唐
両
者
を

通
じ
て
、
桑
墨
袋
業
田
の
給
授
率
は
と
く
に
高
い
が
、
露
田
・
口
分

田
の
給
授
率
の
ほ
う
は
全
般
的
に
低
く
、
ま
た
戸
別
較
差
が
い
ち
じ

る
し
い
点
が
共
通
的
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
酒
魏
と
唐
の
受
田
内
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容
に
共
有
の
事
態
で
、
ひ
い
て
は
均
田
制
度
全
般
に
も
共
通
の
現
象

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
上
田
・
口
分
田
の
受
瞬
内
容
の
み
を
分
析
検
討
す

る
と
、
西
魏
の
場
合
、
8
正
田
の
受
田
率
は
、
上
は
一
〇
〇
パ
…
セ

ン
ト
の
垂
耳
率
か
ら
下
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
ち
か
い
已
受
率
に
お
よ

ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
戸
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
七
戸
の

老
小
戸
の
正
田
口
受
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
二
分
末

足
の
な
か
に
療
老
戸
一
を
ふ
く
み
、
そ
の
正
田
已
受
率
は
約
三
〇
パ

ー
セ
ン
ト
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
B
種
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
老
小
筆
の

正
田
已
受
率
が
す
べ
て
高
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
文
書
に

み
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
老
小
要
保
護
夢
の
正
田
受
田
率
が
総
体

約
に
高
か
っ
た
と
み
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
無
風
の
老
女
芦

が
二
戸
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
一
つ
の
問
題
と
し

て
残
さ
れ
る
が
、
無
田
の
老
女
は
魏
書
食
貨
志
に

　
孤
独
纒
老
篤
疾
貧
窮
不
能
自
存
巻
、
三
長
内
迭
養
食
肉
。

　
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
共
同
体
的
庇
護
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
ω
つ
ぎ
に
圧
鯛
的
多
数
を
し
め
る
丁
戸
の
正
田
受
田

率
は
概
し
て
低
く
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
三
分
蛙
足
の
丁
蒼
六
は
正
田
六

七
・
五
パ
：
セ
ン
ト
、
第
三
グ
ル
ー
プ
ニ
分
帆
足
の
丁
戸
一
二
（
早

老
芦
一
を
の
ぞ
く
）
は
正
田
三
〇
パ
…
セ
ン
ト
、
第
四
グ
ル
ー
プ
一

分
未
足
の
丁
戸
七
は
正
田
○
・
〇
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
西
畑
文
書
に

お
け
る
丁
芦
の
全
般
的
な
受
田
率
は
平
均
一
口
エ
パ
ー
セ
ソ
ト
程
度
に

な
る
。
こ
の
事
実
は
西
魏
文
書
の
み
な
ら
ず
庸
戸
籍
に
お
い
て
も
共

通
の
現
象
で
、
全
体
を
通
じ
て
丁
中
戸
の
口
分
田
受
田
率
は
平
均
二

五
・
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
に
た
い
し
、
老
小
戸
は
五
一
・
八
パ

：
セ
ン
ト
、
中
黒
・
寡
婦
戸
は
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
老
馬
寡
な
ど

要
保
護
戸
の
口
分
田
受
田
率
が
概
し
て
高
い
点
は
、
西
魏
・
唐
を
通

じ
て
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
た
い
し
丁
寧
の
口
分
照
準
瞬
率
の
比
較
的

低
い
こ
と
も
西
魏
・
唐
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
以
上
、

計
帳
・
戸
籍
の
受
細
内
容
を
撃
墜
・
永
業
田
と
、
露
正
・
口
分
田
の

両
者
に
わ
け
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
面

で
共
通
の
現
象
が
み
ら
れ
た
。
か
く
し
て
唐
天
宝
戸
籍
の
受
田
率
が

一
体
に
悪
い
理
・
田
を
、
従
来
の
解
釈
の
よ
う
に
均
田
制
の
早
退
ま
た

は
崩
壊
現
象
と
説
く
だ
け
で
は
唐
天
宝
戸
籍
の
説
明
に
は
な
っ
て
も
、

西
魏
計
帳
の
説
明
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
酋
魏
・
唐
の
敦

燵
古
文
書
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
受
田
内
容
を
ど
う
解
明
す
る
か
が
、

あ
ら
た
な
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
学
界

で
と
く
に
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
柄
で
あ
る
。
次
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均田法における受田と賦言果に関する一一一■考察（閥村）

節
に
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
検
討
し
つ
つ
、
均
田
体
制
下
の
人
民
支
配

方
式
を
も
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二
、

西
魏
唐
古
文
書
の
受
田
内
容
を
通
じ
て

　
　
み
ら
れ
る
均
田
制
の
人
身
支
配
方
式

　
ま
ず
第
一
に
、
西
魏
の
敦
煙
計
帳
戸
籍
に
お
い
て
、
桑
癒
永
業
田

の
受
田
率
が
全
般
的
に
高
い
事
実
で
あ
る
が
、
顯
魏
文
書
の
場
合
は
、

北
魏
均
田
法
第
一
条
、
狭
郷
規
定
の
規
棚
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
罫
書
食
貨
志
に
は

　
　
諸
地
層
之
処
、
有
轟
進
丁
一
受
田
。
而
不
レ
楽
レ
二
者
、
昼
鳶
扁
其
家
桑
田
一

　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
為
篇
正
田
分
ゆ
又
不
レ
足
揃
レ
給
一
倍
田
司
又
不
レ
足
家
内
人
別
減
レ
分
。
無

　
　
桑
之
郷
準
レ
此
為
レ
法
。
　
（
下
略
）

　
と
あ
り
、
右
の
第
一
璽
に
よ
る
と
狭
郷
に
お
け
る
進
丁
受
田
に
は
、

そ
の
家
の
桑
田
を
正
田
に
算
入
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

場
合
桑
照
工
○
畝
と
正
田
二
〇
畝
に
な
り
、
正
田
分
は
半
額
に
減
少

す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
右
の
ほ
か
に
多
少
と
も
倍
田

が
給
与
さ
れ
る
。
第
二
項
で
は
倍
田
が
給
与
さ
れ
ず
、
桑
田
と
露
田

田
〇
畝
の
み
と
な
る
。
第
三
項
は
第
二
項
の
受
田
を
も
み
た
し
え
な

い
場
合
で
、
こ
こ
で
は
家
内
人
別
に
各
自
の
受
留
分
を
削
減
し
て
ゆ

く
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
計
帳
戸
籍
の
実
態
と
対
照
し
て
考
え

る
と
、
こ
こ
に
の
べ
ら
れ
た
「
分
」
と
は
、
豊
田
分
す
な
わ
ち
穀
田

に
お
い
て
受
闘
を
削
減
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
北
魏
均

田
法
の
狭
郷
規
定
を
通
じ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
8
桑
師
田
は
露

田
に
優
先
し
、
受
田
民
に
は
か
な
ら
ず
受
田
せ
し
め
た
こ
と
。
⇔
露

田
の
受
田
は
第
二
義
的
従
属
的
で
、
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ヴ
え
た

こ
と
の
二
項
醸
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
狭
郷
の
や
む
を
え
な
い
場
合

の
特
例
と
し
て
設
け
ら
れ
た
法
則
で
あ
る
が
、
寛
郷
規
定
に
準
拠
す

る
唐
芦
籍
に
お
い
て
も
、
同
酬
の
受
田
状
況
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
桑

麻
・
永
業
蕨
優
先
は
、
の
ち
に
は
寛
狭
郷
を
通
じ
て
の
一
般
的
な
原

則
と
な
り
、
以
後
均
田
制
時
代
を
通
じ
て
な
が
く
踏
襲
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
桑
蹴
田
優
先
が
寛
狭
郷
を
通
じ
て
の
原
則
で
あ
る
と
す

る
と
、
こ
れ
は
他
に
依
る
べ
き
、
よ
り
基
本
的
な
原
則
が
あ
っ
て
、

そ
の
規
制
を
う
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
賦

課
面
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
千
客
文
書
に
よ
る
と
、
課
欝

の
す
べ
て
（
雑
任
役
も
ふ
く
む
）
を
通
じ
て
調
布
麻
の
負
担
は
｝
律
に

一
人
布
二
丈
・
臓
一
斤
で
あ
る
に
た
い
し
、
租
負
担
に
お
い
て
は
芦

等
に
よ
っ
て
上
下
の
差
別
が
設
け
ら
れ
、
雑
観
役
の
税
租
は
と
く
に
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低
い
。
こ
れ
は
魏
書
で
は
不
明
の
事
実
で
あ
る
が
、
西
魏
文
書
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
明
確
と
な
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
北
魏
以
来

の
税
制
上
の
原
鋼
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し

て
本
文
書
の
受
照
面
に
お
け
る
臓
田
の
全
般
的
な
充
足
現
象
は
、
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

課
面
に
お
け
る
調
布
麻
の
一
律
収
取
と
あ
い
対
応
す
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
以
上
の
考
察
は
問
題
を
課
欝
の
み
に
限
定
し
て
の
こ
と
で
、

不
課
戸
に
も
桑
晦
・
永
業
田
が
充
足
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
る
と
、

桑
麻
田
の
優
先
に
は
課
・
不
課
を
も
超
克
し
た
要
素
を
ふ
く
む
も
の

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
要
素
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
説

明
が
加
え
ら
れ
る
が
、
全
般
的
に
は
従
来
か
ら
の
説
に
し
た
が
っ
て
、

一
応
直
伝
の
保
持
を
際
指
し
た
も
の
と
み
て
お
こ
う
。

　
第
二
に
、
露
田
・
部
分
田
の
受
田
状
況
が
、
西
魏
・
唐
計
帳
戸
籍

に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
全
般
的
に
悪
い
こ
と
を
ど
う
理
解
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
老
小
等
不

課
戸
の
場
合
と
、
丁
戸
の
場
合
と
に
区
嘉
し
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
北
魏
均
田
法
第
八
条
に
よ
る
と
、

　
　
諸
門
下
挙
レ
戸
老
小
擁
盤
石
晶
授
田
一
者
上
。
年
十
一
巴
遡
及
纏
者
、
各
授

　
　
以
昌
半
夫
鐙
4
年
鍮
扁
七
十
臨
着
、
不
レ
還
レ
所
レ
受
。
寡
婦
守
レ
志
者
、
難

　
　
レ
免
レ
課
、
亦
授
鵡
婦
田
4

　
と
あ
り
、
全
戸
不
課
口
の
場
合
は
、
そ
の
戸
に
た
い
し
て
不
課
戸

　
　
　
　
　
　
　
③

受
照
が
行
な
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
不
課
戸
は
、
亟
魏
文
書
に
よ
っ
て

そ
の
賦
課
面
を
み
る
と
、
古
謡
に
応
じ
て
誌
面
を
負
担
し
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は

　
　
上
戸
。
税
租
二
石
二
斗
五
升
　
折
租
一
石
五
斗
　
計
、
三
石
七
斗
五
升

　
　
中
一
月
。
創
祝
租
一
石
五
斗
　

心
慰
一
石
一
斗
二
升
五
ム
瓜
　
計
、
　
二
石
馬
斗

　
　
二
升
五
合

　
　
下
戸
。
　
（
鋭
利
）
一
石

　
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
税
租
額
は
課
口
一
語
誌
の
租
額
と
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
と
や
や
重
い
こ
と
に
な
る
。
の
み
な
ら
ず
不
課
戸
に
は
調
負
担
が

な
い
か
ら
税
租
が
唯
一
の
負
担
で
あ
り
、
か
く
し
て
不
課
戸
に
お
い

て
、
露
眠
の
受
田
は
唯
一
の
負
担
義
務
遂
行
の
根
拠
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
老
小
誌
不
課
戸
に
お
い
て
遊
園
の
受
田
率
が
比
較
的
高
い
こ

と
は
、
賦
課
面
と
の
対
応
関
係
か
ら
も
一
応
筋
の
と
お
っ
た
理
窟
と

し
て
納
得
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
老
小
不
課
戸
の
場
合
は
賦
課
面
と
の

関
係
ば
か
り
で
な
く
、
老
小
戸
が
庇
護
的
な
立
場
に
お
か
れ
る
存
在

で
あ
り
、
そ
の
受
田
が
戸
ご
と
に
保
有
さ
れ
る
必
要
の
あ
っ
た
点
の

ほ
う
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
唐
代
酉

州
高
昌
県
に
お
い
て
、
全
般
的
に
雰
細
か
つ
分
散
的
な
受
田
状
態
の
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均田法における受田と賦課1こ関する一考察（西村）

な
か
に
あ
っ
て
、
寡
婦
（
大
女
）
戸
主
へ
の
受
照
が
比
較
的
便
愚
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

場
所
に
設
概
さ
れ
た
点
が
参
考
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
老
平
等
不

課
戸
の
受
田
率
の
比
較
的
高
い
事
実
の
背
景
に
は
、
園
家
の
特
別
の

意
図
が
作
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
丁
戸
の
露
田
・
口
分
田
の
受
田
率
が
全
般
に
不
良
な
点

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
奇
怪
な
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
均

田
体
鰯
下
に
お
い
て
は
つ
ね
に
勧
農
政
策
が
付
随
し
、
労
鋤
力
の
あ

る
区
処
を
動
員
し
て
土
地
の
開
発
・
耕
作
に
総
力
を
結
集
し
た
こ
と

は
周
知
の
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
解
明
に
さ
き
だ
っ
て
、

ま
ず
均
田
棚
度
と
勧
農
政
策
の
関
連
を
み
て
い
こ
う
。

　
西
魏
計
帳
の
政
治
的
背
景
と
な
る
六
条
詔
書
の
第
三
「
尽
地
利
」

の
条
に
は

　
　
人
生
昌
天
地
之
闇
叩
一
再
衣
食
樋
為
レ
命
。
（
中
略
）
炎
衣
食
所
二
以
足
［
表
、

　
　
在
昌
於
地
利
4
尽
二
地
利
一
所
二
以
尽
一
華
、
由
鳳
於
勧
諜
有
Ψ
方
。
主
臨
此
教
一

　
　
潜
、
在
二
嵩
置
守
令
長
一
蒲
巳
。

　
と
の
べ
、
地
の
利
を
尽
し
て
生
産
す
べ
く
、
こ
れ
に
は
地
方
官
の

勧
課
の
徹
底
が
期
待
さ
れ
る
。
勧
農
の
対
象
は
桑
號
・
君
田
の
す
べ

て
に
お
よ
ぶ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
と
く
に
当
面
の
問
題
で

あ
る
丁
口
と
露
田
と
の
関
係
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
察
す
る
と
、
北

魏
均
田
法
第
一
条
に
は
露
田
の
受
田
に
関
し
て

　
　
諸
男
夫
十
五
以
上
、
受
昌
露
田
四
十
畝
魂
婦
人
二
十
畝
。

　
と
あ
り
、
こ
れ
は
露
盤
元
年
三
月
丙
午
詔
に

　
　
（
騎
略
）
其
評
議
在
所
一
、
三
二
課
田
農
刃
有
レ
盛
者
、
加
轟
勤
於
常
歳
一
膝
レ
牛

　
　
者
、
倍
属
庸
影
絵
年
⑩
　
一
夫
制
治
二
田
四
十
畝
4
中
男
二
十
畝
。
無
レ
令
下

　
　
人
影
昌
除
誌
略
琴
絃
即
遺
利
上
。

　
と
あ
る
の
を
う
け
た
も
の
で
、
治
田
法
の
中
流
二
〇
畝
を
均
田
法

で
は
婦
人
二
〇
畝
に
あ
ら
た
め
、
受
濁
と
駄
調
と
を
対
応
せ
し
め
て

い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
北
斗
均
田
法
に
お
け
る
紫
黒
尊
重
の
事

実
は
明
白
で
あ
る
。
露
田
は
の
ち
の
北
斉
の
均
田
法
で
は
出
田
を
も

合
算
し
て
、
聡
警
は
露
盤
八
○
畝
、
婦
人
は
四
〇
畝
（
晴
君
食
貨
志
引
、

河
清
三
年
令
）
と
な
る
が
、
北
魏
で
は
露
田
と
倍
田
を
明
確
に
区
逸
し

て
い
る
。
こ
れ
は
太
和
元
年
の
治
田
法
や
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば

酒
得
戸
調
式
の
課
田
法
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
、
で
、
お
そ
ら
く
魏

欝
の
屯
田
の
遺
意
を
う
け
、
ま
た
北
魏
初
期
の
計
口
受
田
法
に
も
つ

ら
な
る
と
思
わ
れ
る
入
頭
別
耕
作
割
当
制
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
が
北
斉
に
い
た
っ
て
正
野
合
算
制
と
な
る
と
、
耕
作
割
当

額
と
い
う
よ
り
も
占
田
の
最
高
限
度
を
し
め
す
限
田
法
に
転
化
し
て

く
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
以
後
晴
唐
も
北
斉
受
閉
法
に
拠
っ
た
が
、
元

77　（229）



来
均
眠
法
は
北
魏
法
の
よ
う
に
課
田
制
的
色
彩
の
濃
厚
な
土
地
欄
度

で
あ
り
、
勧
農
政
策
と
離
れ
が
た
く
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
倍

合
箪
の
魚
田
鰯
に
よ
る
北
斉
以
後
の
均
田
法
に
く
ら
べ
て
、
正
倍
区

別
原
則
に
よ
っ
て
露
田
耕
作
の
責
任
を
明
示
す
る
北
魏
均
覇
法
は
、

爾
晋
課
田
制
お
よ
び
丹
心
受
田
捌
の
遺
意
を
う
け
た
も
の
と
さ
れ
よ

う
。
北
風
均
解
法
第
三
条
に
は
桑
磁
と
織
田
の
関
係
を
の
べ
て

　
　
諸
桑
田
、
不
レ
在
二
還
受
診
限
一
（
中
略
）
於
レ
分
難
レ
盈
、
（
野
曝
田
田
・
術

　
　
文
）
不
レ
得
三
以
充
酷
路
田
之
数
④

　
と
い
い
、
桑
田
と
江
田
と
は
峻
別
さ
れ
凋
唐
開
元
二
十
五
年
令
に

み
え
る
よ
う
な
離
業
・
口
分
の
通
覧
関
係
は
み
え
な
い
。
こ
の
点
で

も
北
魏
の
露
田
に
は
．
露
田
独
霞
の
効
用
が
あ
る
。
ま
た
均
田
法
に
お

け
る
耕
牛
へ
の
給
購
が
．
妻
田
で
あ
る
こ
と
は
、
牛
が
番
田
に
使
用
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
が
、
人
智
力
の
交
換
協
業
は
太

和
元
年
詔
に
も
し
め
さ
れ
、
世
祖
末
恭
宗
監
圏
の
勧
農
制
詔
に
は
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
に
具
体
的
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
西
魏
六
条
詔
書
の
　
「
尽

地
利
」
に
お
い
て
も

　
　
単
劣
誌
面
、
翼
翼
牛
隣
家
、
勧
令
　
有
無
相
通
↓
使
レ
得
昌
兼
済
一
。

　
と
あ
っ
て
、
露
量
耕
作
を
重
視
す
れ
ば
こ
そ
、
人
二
曹
の
有
無
相

通
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
均
灘
法
と
露
田
耕
作
と

勧
農
政
策
・
人
牛
力
交
換
等
は
柑
互
に
結
び
つ
く
も
の
で
、
露
田
耕

作
に
は
一
定
の
ノ
ル
マ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以

上
の
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
北
魏
か
ら
西
下
に
い
た
る
北
朝
の
均
田

法
に
お
い
て
は
、
丁
口
と
露
量
耕
作
が
あ
る
程
度
国
家
の
強
制
力
を

背
景
と
し
て
、
は
な
れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
北
俵
以
後
、
階
唐
に
い
た
る
均
田
捌
に
お
い
て
、
目
分
田
の

正
倍
合
算
や
、
唐
開
元
二
十
五
年
令
に
お
け
る
永
業
・
目
分
通
充
原

則
が
あ
ら
わ
れ
て
も
、
口
分
田
耕
作
を
軽
視
し
た
の
で
は
な
く
、
金

壷
的
な
勧
農
政
策
の
伝
統
と
と
も
に
、
丁
口
と
口
分
闘
耕
作
と
は
離

れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
に
畑
違
な
い
。
唐
戸
婚
律
一
七
一
・
里

塚
田
田
課
農
桑
の
条
に
は

　
　
諸
里
謡
。
依
レ
令
授
｛
開
田
司
課
＝
農
桑
4
若
応
レ
受
而
不
レ
授
。
応
レ
還
蒲

　
　
不
レ
収
。
応
レ
課
而
不
レ
課
。
如
レ
業
事
類
。
違
レ
法
者
。
失
事
事
⑩
答
四

　
　
十
。

　
と
あ
り
、
田
土
の
収
授
と
と
も
に
田
土
の
課
耕
が
里
正
の
義
務
と

さ
れ
、
こ
こ
で
は
授
田
と
諜
田
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
概
念
と
し
て
指

示
さ
れ
、
里
正
が
こ
れ
ら
の
義
務
不
履
行
の
場
合
の
罪
状
を
規
定
し

て
い
る
。
こ
れ
が
郷
里
に
お
い
て
実
際
に
行
わ
れ
た
あ
り
さ
ま
は
大

谷
探
検
隊
将
来
の
唐
・
鋼
天
武
后
時
代
の
敦
爆
古
文
書
第
二
八
三
八
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号
に
実
見
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
（
前
群
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
郷
。
耕
転
最
少
。
此
由
二
社
民
村
溝
不
7
存
昌
農
務
4
即
欲
レ
加
レ
決
。
舌

　
　
属
レ
農
非
。
各
回
昌
弐
拾
⑩
敬
爆
平
康
龍
勒
慈
恵
難
郷
。
兼
及
昌
神
沙
司
営

　
　
三
三
少
。
（
州
）
符
令
＝
節
三
三
決
魂
各
量
決
昌
三
下
⑩
洪
池
郷
。
州
符
雛

　
　
レ
無
二
三
三
⑩
検
四
過
。
葬
レ
有
レ
功
。
各
決
属
五
三
司
其
前
官
執
祭
。
諮
扁

　
　
過
長
官
鴻
請
臨
量
決
樹
一
ゆ
回
申
レ
（
州
）
。
諮
。
示
。

　
　
　
　
　
　
十
六
②

　
　
（
以
下
余
白
）

　
と
あ
り
、
右
文
の
宋
尾
に
は
敦
燈
県
丞
の
署
名
「
・
歯
」
が
み
え
、

そ
の
上
に
「
諮
」
と
あ
り
、
下
に
「
示
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

慣
行
丞
の
判
辞
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
州
が
各
郷
別
に
農
務
の
成

績
を
査
察
し
、
不
良
の
も
の
に
は
罰
を
加
え
て
お
り
、
こ
こ
に
一
般

民
へ
の
勧
農
の
実
情
が
看
取
さ
れ
る
。
か
く
し
て
均
田
制
度
と
勧
農

政
策
と
が
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
を
い
れ
る
余
地
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
労
働
力
の
あ
る
桑
戸
こ
そ
も
っ
と
も
高
度
の
受
田
率
を

保
持
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
敦
燈
計
帳
・
戸
籍
の
受
田
内
容

を
み
る
と
、
丁
戸
の
世
説
・
口
分
懸
が
全
般
的
に
欠
少
率
の
高
い
こ

と
は
、
き
わ
め
て
奇
怪
な
事
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
は
こ
の
、

事
実
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
問
題
の
核
心
は
こ
こ
に
存
在

す
る
と
い
え
る
。

　
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
繭
魏
計
帳
に
お
け
る
受
田
内
容
と
税
制
賦

課
面
と
を
対
照
し
つ
つ
問
題
の
解
明
を
こ
こ
ろ
み
て
き
た
が
、
酒
魏

計
帳
の
賦
課
薗
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
注
同
さ
れ
る
の
は
雑
任
役
就

任
者
の
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
調
は
一
丁
当
、
布
二
丈
・
廓
　
斤
で

一
三
三
口
と
同
額
で
あ
る
が
、
三
三
負
狙
が
い
ち
じ
る
し
く
軽
減
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
雑
任
役
の
税
租
は
一
丁
当
わ
ず
か
に
五
斗
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
れ
は
下
戸
不
課
戸
の
税
租
負
担
額
一
石
の
半
額
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
は
二
曹
役
就
任
者
が
、
長
期
就
役
の
た
め
露
田
耕
作
に
主
力
を
注

ぐ
こ
と
が
困
難
な
事
情
を
配
慮
し
て
の
措
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
か
く
し
て
租
の
み
に
つ
い
て
い
う
と
、
課
口
の
場
合
に
は
陰
門
の

上
下
に
し
た
が
っ
て
租
額
に
高
低
が
あ
っ
た
が
、
雑
誌
役
就
任
者
は

最
低
額
の
税
租
を
負
担
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
租
は
細
田
の
収
穫

か
ら
納
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
露
田
は
各
戸
別
に
そ
の
所
有
面
積
に

多
寡
が
あ
り
、
こ
れ
が
貧
窟
清
子
と
も
関
連
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

課
戸
・
不
算
学
を
通
じ
て
、
津
田
を
多
く
所
有
す
る
富
芦
は
租
（
ま

た
は
税
率
）
額
が
高
く
、
貧
戸
は
租
額
が
低
か
っ
た
。
た
だ
風
任
役

就
任
者
は
一
律
に
低
額
の
馬
喰
を
負
担
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合

は
戸
等
の
上
下
は
問
題
外
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
期
就
役
と
露
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田
耕
作
の
爾
翻
し
な
い
点
か
ら
の
措
竃
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
露

田
の
受
田
面
積
に
戸
別
較
差
の
あ
る
こ
と
と
、
賦
課
面
に
お
い
て
租

額
に
高
低
の
あ
る
こ
と
は
相
対
応
す
る
が
、
た
だ
雑
任
役
の
場
ム
ロ
だ

け
が
人
身
的
収
奪
過
剰
の
た
め
除
外
例
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
調
は
課
口
の
場
舎
、
三
等
の
上
下
や
雑
溝
鼠
の
有
無

に
関
係
な
く
、
す
べ
て
一
律
悪
病
で
あ
る
。
調
は
桑
麻
田
の
収
穫
に

も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
桑
麻
田
が
貧
富
に
関
係
な
く
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
近
い
受
田
率
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
は
、
調
の
一
律
均
課

に
あ
い
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
不
課
芦
の
場
合
は
、
芦
産
と

し
て
桑
廓
田
は
課
戸
同
様
に
充
足
さ
れ
て
い
る
が
、
戸
内
労
働
力
が

老
小
忌
で
あ
る
た
め
調
と
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
よ
っ
て

賦
課
面
と
受
田
面
と
は
相
互
に
あ
い
対
応
す
る
こ
と
は
明
確
な
事
実

で
あ
る
が
、
た
だ
問
題
は
雑
任
役
が
特
別
あ
つ
か
い
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
国
家
が
雑
任
役
就
任
課
丁
男
に
要
求
す
る
も
の
は
か
な
ら

ず
し
も
立
田
耕
作
の
み
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
人
身
役
使
で
あ

っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
も
し
当
戸
に
多
額
の
露
団

が
あ
れ
ば
、
そ
の
耕
作
は
嬉
嬉
に
委
ね
る
か
、
一
時
近
隣
に
耕
作
せ

し
め
る
か
の
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
耕
作
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
も
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
搬
出
役
就
任
者
の
受

田
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
西
魏
計
帳
の
稀
少
例

（
劉
文
成
の
一
難
の
み
が
存
在
す
る
）
だ
け
で
は
充
分
な
理
解
が
え
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
唐
代
敦
煙
戸
籍
の
丁
戸
の
う
ち
、
衛
士
を
ふ
く
む

戸
の
受
田
状
況
を
検
討
す
る
と

　
e
大
足
元
年
一
P
籍
（
P
。
三
六
六
九
号
）
常
…
留
論
イ
一
戸
は
、
一
戸
主
部
男
衛
…

士
で
、
そ
の
受
田
内
容
は
永
尾
一
七
畝
、
園
宅
一
三
、
計
一
八
畝
で

口
分
が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
お
り
、

　
⇔
開
元
一
〇
年
戸
籍
（
P
．
三
八
九
八
号
）
の
郭
一
玄
肪
戸
は
、
戸
主
白

丁
と
息
男
営
繕
衛
士
と
で
、
受
田
は
虚
業
二
〇
畝
と
園
宅
一
壷
、
計

二
一
畝
で
こ
れ
ま
た
日
分
が
欠
如
し
て
い
る
。

　
国
七
宝
六
二
戸
籍
（
p
．
三
三
五
四
琴
）
の
程
思
七
戸
は
、
戸
主
丁
丁

衛
士
武
勲
尉
、
弟
丁
男
衛
士
と
さ
ら
に
弟
丁
男
白
丁
の
三
丁
で
、
永

業
六
〇
畝
、
口
分
一
八
畝
、
病
癖
一
畝
、
計
七
九
畝
で
あ
り
、
口
分

は
僅
少
で
あ
る
。

　
㈲
同
じ
く
食
事
奉
戸
は
、
芦
主
意
棟
上
柱
面
お
よ
び
亡
兄
男
瓦
旧

離
南
武
総
意
、
さ
ら
に
亡
兄
男
二
男
白
字
で
、
永
業
六
〇
畝
と
口
分

一
六
畝
、
華
魁
二
畝
で
計
七
八
畝
で
あ
り
、
口
分
は
や
は
り
僅
少
で

あ
る
。

　
㈲
た
だ
同
戸
籍
の
程
智
意
戸
の
み
は
、
戸
主
丁
男
衛
士
飛
騎
尉
で
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永
二
二
〇
畝
、
口
分
七
一
畝
、
園
宅
一
体
、
計
九
二
畝
と
な
り
、
八

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
已
受
血
を
し
め
し
て
衛
士
戸
と
し
て
は
珍
ら
し
い

事
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
喰
代
敦
燈
衛
士
戸
の
場
合
、
程
智
意
匠
を
の
ぞ
い
て

他
は
み
な
口
分
照
の
欠
少
が
と
く
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
、
衛
士
に

貧
戸
出
身
者
が
多
い
と
い
う
一
面
と
と
も
に
、
特
殊
色
役
（
雑
詳
覧
）

就
任
者
の
物
納
負
担
免
除
と
の
関
係
も
考
慮
さ
れ
、
恒
常
的
役
使
民

と
口
分
受
田
と
の
相
互
関
係
に
た
い
す
る
、
な
ん
ら
か
の
国
家
的
配

慮
が
介
在
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
わ
ず
か
五
例
の
衛
士
戸
が
、
ど
れ
だ
け
の
史
料
的
価
値
を
も
ち
う

る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
き
わ
め
て
受
田
率
の
高
い
程
智
皇
恩
を
ま

じ
え
て
も
な
お
衛
士
戸
全
般
の
露
田
受
田
率
が
丁
戸
全
般
の
平
均
よ

り
も
低
い
と
い
う
事
実
は
注
目
に
価
し
よ
う
。
　
（
直
穿
戸
籍
に
お
け
る

衛
士
戸
五
戸
の
平
均
受
田
率
は
永
業
田
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
口
分
田
一
七
・
六

二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
）
唐
代
の
衛
士
は
色
役
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
函
魏
文
書
の
概
念
に
お
い
て
は
新
任
役
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
わ
た
く
し
は
、
さ
き
に
唐
天
宝
六
～
一
〇
載
の
間
に
成

立
し
た
と
思
わ
れ
る
敦
煙
差
科
簿
（
p
．
二
六
五
七
．
一
天
Ω
二
．
三
〇
一

八
．
三
五
五
九
号
文
書
）
を
検
討
し
た
さ
い
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
す
べ

て
の
青
男
の
う
ち
立
役
就
任
者
が
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
で
も
兵
役
服
務
者
が
太
半
を
し
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

の
事
実
は
敦
煙
地
域
出
土
の
戸
籍
に
お
け
る
、
丁
男
の
口
分
闘
受
田

率
の
平
均
的
に
低
い
こ
と
と
、
心
身
の
色
役
微
発
と
の
間
に
な
ん
ら

か
の
関
連
を
推
測
す
る
こ
と
が
誤
り
で
な
い
こ
と
を
側
面
か
ら
傍
証

す
る
で
あ
ろ
う
。
敦
煙
戸
籍
に
お
い
て
は
衛
士
以
外
の
熱
意
が
記
入

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
衛
士
芦
以
外
の
戸
籍
で
は
色
役
と
受
田
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

相
互
関
係
を
立
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戸
籍
と
同
時
・
同
地

域
の
丁
男
の
篠
役
面
を
詳
載
し
た
埴
科
簿
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
側
面
か
ら
敦
爆
戸
籍
に
お
け
る
画
期
の
口
分
田
欠
少
の
理
由
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
全
般
的
に
樒
役
重
微
地
域
と

み
ら
れ
る
敦
爆
戸
籍
の
受
田
状
況
が
、
そ
の
ま
ま
均
田
制
度
の
虚
構

性
を
物
語
る
と
結
論
す
る
こ
と
は
な
お
慎
重
留
保
を
要
す
る
で
あ
ろ

う
。
唐
賦
役
令
（
仁
井
田
陞
『
藩
令
拾
遺
』
六
六
八
頁
）
に
は

　
　
諸
丁
歳
役
二
十
日
。
有
レ
閏
之
年
。
加
鵡
二
臼
4
若
不
レ
役
者
。
収
レ
庸
毎

　
　
日
次
絹
各
三
尺
。
布
三
尺
七
寸
五
分
。
須
昌
留
役
一
者
。
溝
二
十
五
日
｝
免

　
　
レ
調
。
三
十
日
租
調
立
華
。
通
晶
正
筆
4
並
不
レ
得
レ
逆
馬
五
十
日
4
遣
漏
部

　
　
麟
一
代
役
者
。
聴
レ
之
。

　
と
あ
り
、
領
家
の
樒
役
が
役
本
来
の
規
定
臼
数
を
超
過
し
た
場
合
、
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超
過
分
が
物
思
負
担
に
換
算
さ
れ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
こ
と
は
国
家
の
丁
身
役
使
と
、
丁
身
の
物
納
負
担
納
入

と
の
間
に
、
換
算
が
定
め
ら
れ
た
事
実
よ
り
も
、
下
身
役
使
が
、
物
納

負
担
に
優
先
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
焼
身
の
役
使
は

国
家
の
意
志
に
よ
っ
て
直
接
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

が
規
定
日
数
を
超
過
し
た
場
合
に
、
物
納
負
担
の
軽
減
ま
た
は
削
除

に
よ
っ
て
負
担
が
清
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
反
対
に
人
民
が
物
納

負
担
を
規
定
以
上
に
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
役
が
軽
減
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
倍
役

は
物
納
負
担
に
優
先
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
直
接
的
な
意
図
に

よ
っ
て
、
人
身
に
価
鋼
的
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
右
の
賦
役
令
に
よ
る
と
、
丁
身
の
役
使
は
五
〇
日
を
超
過

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
翌
翌
（
歳
役
）
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
、
こ
れ
を
雑
篠
に
換
算
す
れ
ば
倍
額
の
一
〇
〇
臼
に
な
る
。
し
か

し
一
〇
〇
日
は
租
庸
調
相
当
分
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
ほ
か
に
な
お
雑
篠

負
担
が
四
〇
日
あ
る
か
ら
、
一
丁
男
に
た
い
し
年
間
一
四
〇
日
の
長

期
雑
多
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
元

来
一
般
的
な
癌
役
に
関
す
る
原
則
で
あ
っ
て
、
雑
地
役
の
場
合
は
よ

り
長
期
に
わ
た
っ
て
丁
男
を
国
家
属
的
の
た
め
に
使
役
す
る
こ
と
も

あ
り
う
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
雑
書
役
就
任
丁
男
が
他
の
一
般
丁
男

と
同
様
、
口
分
田
の
耕
作
に
地
の
利
を
尽
す
ま
で
の
労
力
を
投
入
す

る
こ
と
は
お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
し
た
踏
代
戸
籍
の
衛
圭
戸
に
お
い
て
、
口
分
田
の
欠
少
が
臼

立
つ
の
は
、
こ
れ
ら
の
戸
が
早
戸
で
父
祖
以
来
の
粟
田
に
恵
ま
れ
な

い
場
合
、
口
分
田
の
造
成
よ
り
も
兵
役
負
担
の
義
務
果
遂
が
優
先
し

た
事
構
も
考
慮
に
い
れ
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
均
田
制

度
は
私
有
財
産
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
程
智
舞
戸
の
よ

う
に
粟
照
に
恵
ま
れ
た
場
合
は
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
受
田
率
を
保

持
し
う
る
よ
う
な
事
例
も
存
在
す
る
が
、
零
墨
が
元
来
粟
田
に
恵
ま

れ
な
い
場
合
は
、
国
家
の
徳
望
が
な
に
よ
り
も
優
先
す
る
と
い
う
前

提
か
ら
、
目
分
出
欠
少
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
多
分
に
あ
り
う
る
。

し
た
が
っ
て
丁
身
の
口
分
田
欠
少
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
相
当

の
理
由
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
敦
纏
戸
籍
の
受
田

内
容
は
、
従
来
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
均
照
制
度
の
衰
退
現
象

お
よ
び
大
土
地
所
有
者
の
土
地
兼
併
の
圧
力
等
の
み
に
よ
っ
て
す
べ

て
が
解
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
包
丁
賦
課
面
と
の
関
係
を
も
考

察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
面
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
右
に
の
べ
た
と
こ
ろ
は
全
般
的
な
概
観
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
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に
よ
ワ
て
嬉
嬉
に
お
け
る
丁
戸
受
田
欠
亡
の
理
由
が
解
腸
し
っ
く
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
面
繋
計
帳
の
場
合
、
雑
任
役
就
任
戸

は
三
三
戸
の
う
ち
五
戸
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
老
小
餅
底
面
を
除
い

た
残
り
の
二
〇
戸
は
、
主
任
役
と
は
一
応
無
関
係
な
丁
戸
で
あ
る
か

ら
、
丁
戸
一
般
の
露
田
音
量
は
や
は
り
問
題
と
し
て
の
こ
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
桜
江
地
域
が
雑
魚
役
と
く
に
兵
役
重
徴
の
顕
著
な
地
域

で
あ
っ
た
事
実
か
ら
、
全
般
的
に
は
巌
地
域
の
口
分
田
欠
少
の
指
向

を
概
観
し
う
る
と
し
て
も
、
鋸
役
的
な
側
面
の
み
が
こ
の
問
題
を
解

明
す
る
唯
一
の
要
素
で
は
な
く
、
他
の
要
素
が
口
分
田
欠
少
を
招
来

す
る
場
合
も
当
然
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
余
他
の
諸
問
題
に
つ
い

て
も
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
σ

三
、
受
田
敏
少
に
関
す
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
（

　
均
田
体
制
下
の
受
田
欠
少
に
つ
い
て
考
う
べ
き
こ
と
の
第
一
は
政

治
的
事
情
に
も
と
つ
く
国
家
の
受
田
干
渉
で
あ
る
。
均
田
欄
度
は
一

定
の
占
田
限
度
（
応
報
田
翁
）
の
枠
内
な
ら
ば
資
力
に
応
じ
て
自
由

に
土
地
所
有
が
行
な
え
た
と
簡
単
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

受
磁
に
は
国
家
の
干
渉
が
介
在
し
、
　
一
定
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
土

地
の
収
授
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
大
谷
探
検
隊
将
来
の
給
・
邊
・
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

田
等
一
連
の
均
田
制
関
係
古
文
書
の
研
究
成
果
が
実
証
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
受
田
の
最
低
限
度
で
あ
る
永
業
田
額
降
法
定
額
の
半
額
一

丁
男
一
〇
畝
以
内
に
す
ぎ
な
い
翻
を
死
守
す
る
た
め
の
収
授
が
行
な

わ
れ
、
こ
れ
は
国
家
公
示
の
応
魚
沼
額
（
口
分
田
を
ふ
く
む
）
の
闘
将

到
達
に
は
は
る
か
に
遠
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
受
田
の
均

等
性
が
か
な
り
徹
底
的
に
保
持
さ
れ
た
。

　
し
か
し
均
田
体
制
．
苧
に
お
け
る
一
般
的
な
状
態
と
さ
れ
る
寛
郷
に

お
い
て
は
、
敦
煙
の
場
合
の
よ
う
に
貧
富
に
よ
る
受
田
の
較
差
が
あ

る
程
度
自
然
に
露
量
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
敦
爆
戸
籍
に
お
い

て
も
永
業
田
の
み
は
全
般
的
に
高
度
の
受
田
率
を
し
め
し
て
お
り
、

こ
の
事
実
の
背
後
に
は
永
業
田
の
欠
損
を
そ
の
ま
ま
に
は
放
置
し
て

お
か
な
い
国
家
の
行
政
的
干
与
が
介
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

は
敦
燵
戸
籍
そ
れ
懲
体
に
お
い
て
実
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
が
、
こ
の
点
で
は
前
駆
定
生
氏
の
行
論
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で

　
　
⑰

あ
ろ
う
。

　
た
だ
口
分
田
に
関
し
て
は
敦
燥
の
場
合
戸
別
較
差
が
大
き
く
、
そ

の
理
由
と
し
て
は
前
節
で
の
べ
た
よ
う
な
国
家
の
危
篤
諏
と
の
関
連

や
、
後
述
す
る
よ
う
に
均
田
体
鱗
下
に
お
け
る
貧
富
の
差
異
な
ど
が

83　（235）



栢
互
に
交
錆
し
て
複
雑
な
様
網
を
現
出
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
前
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
老
小
要
保
護
戸
の
受
田
に
対
し
て
は

永
業
田
の
み
な
ら
ず
隣
分
田
に
お
い
て
も
国
家
の
特
別
の
配
慮
が
内

在
し
た
可
能
盤
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
三
二
の
欠
少
と
い
う

事
態
は
そ
の
す
べ
て
が
均
田
制
…
度
の
衰
退
な
い
し
崩
壊
現
象
と
し
て

の
み
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
と
は
一
応
無
闘
係
に
国

家
の
政
治
的
事
情
に
由
来
す
る
点
が
注
目
ざ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
国
家
の
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
人
民
の
受
田
が
少
面
積

に
抑
制
さ
れ
て
も
、
人
民
の
税
漆
負
撞
が
削
減
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
大
谷
探
検
隊
の
土
蔵
番
庸
土
史
料
に
は
、
税

役
関
係
の
も
の
は
決
し
て
豊
欝
で
は
な
い
が
、
し
か
し
兵
役
・
鷺
調
・

議
論
等
一
連
の
関
係
文
書
が
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
お
い
て
、

西
州
の
税
役
が
と
く
に
軽
減
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
史
料

は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
西
畑
の
場
合
に
つ
い
て
い

え
る
こ
と
は
、
受
田
が
い
か
に
少
な
く
と
も
、
賦
課
酊
に
お
け
る
国

家
の
収
奪
は
法
規
ど
お
り
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
酉

州
の
場
合
の
み
な
ら
ず
鳥
喰
戸
籍
（
ペ
リ
ォ
漢
文
文
書
第
二
八
六
四
量
の

場
合

　
　
ハ
前
歓
）

戸
主
王
万
謝
年
伍
拾
壱
歳

女

尚
品
　
奪
弐
捨
士
、
6
歳

計
秘
二
重

老
拾
壱
畝
ほ
受

白
丁
爆
管
器
掛
継
熱
望
穰
睡
夢
年

　
　
　
　
　
課
　
戸
　
見
紅

中
二

一
＋
畝
永
匪

　
　
（
後
訣
）

　
と
あ
る
も
の
に
よ
る
と
、
わ
ず
か
一
一
畝
の
臼
受
田
で
も
正
規
の

種
負
担
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
代
律
令
体
棚
下
に

お
い
て
は
巳
受
田
の
多
寡
に
関
係
な
く
課
口
の
税
役
負
担
は
一
律
均

課
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
順
序
は
逆
の
よ

う
で
あ
る
が
、
均
田
制
度
に
お
い
て
は
反
対
給
付
（
賦
課
）
が
給
付

（
受
田
）
に
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
前
節
に
の
べ
た
心
匠
負
担
に
お
い
て
一
層
顕
著
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
征
露
敦
燥
戸
籍
に
み
え
る
衛
士
戸
に
お
い
て
は
、
そ
の
受

田
率
が
一
体
に
低
率
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
衛
士
と
し
て
の
御
役

負
担
は
一
般
的
な
例
に
も
れ
ず
重
役
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
の
唐
賦
役
令
の
建
前
か
ら
み
て
も
、
役
負
担

は
税
負
担
に
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
雑
任
役
就
任
者
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の
課
役
（
物
納
負
担
）
免
除
も
こ
う
し
た
建
前
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
全
般
的
に
受
田
率
の
き
わ
め
て
低
い
西
州
要
式
番
地
域
に

お
い
て
も
律
令
に
よ
る
税
役
負
担
が
全
国
的
な
規
準
に
も
と
づ
い
て

一
律
に
均
課
さ
れ
た
と
す
る
と
、
西
諸
に
お
け
る
均
田
民
の
税
役
負

担
な
い
し
生
活
が
ど
う
し
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
当

然
問
題
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
各
州
の
み
な
ら
ず
均
田
体
輩
下

に
お
け
る
人
民
の
生
活
体
系
全
般
に
か
か
わ
る
問
題
点
と
も
な
る
。

西
州
の
場
合
人
罠
が
一
丁
男
わ
ず
か
に
一
〇
畝
以
下
と
い
う
受
田
に

よ
っ
て
そ
の
生
活
が
ど
の
程
度
に
さ
さ
え
ら
れ
た
か
は
疑
閥
で
あ
る

が
、
零
細
な
史
料
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
受
田
罠

が
そ
の
狭
少
な
已
受
田
の
み
に
た
よ
る
こ
と
な
く
、
岡
時
に
宮
田
や

寺
田
の
耕
作
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り
、
屯
田
の
耕
作
を
か
ね
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
西
州
の
場
合
黙
思
は
唯

一
の
生
産
活
動
の
場
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
推

し
て
均
田
制
度
に
あ
4
9
い
て
は
給
付
（
受
田
）
の
充
足
の
み
が
反
対
給

付
の
唯
一
の
根
拠
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
州

の
均
躍
体
棚
か
ら
は
少
く
と
も
こ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
已
受
田
と
は
人
罠
各
自
に
対
し

国
家
の
認
容
し
た
保
有
地
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
已
受
照
に
投
入

し
て
な
お
余
り
あ
る
丁
口
の
労
働
力
は
官
田
そ
の
他
の
生
産
に
投
入

さ
れ
る
か
ま
た
は
国
家
の
樒
役
に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
前
節
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
均
田
制
度
に
付
随
す
る
勧
農
政
策

は
国
家
に
よ
る
強
制
的
土
地
開
発
政
策
で
あ
り
、
丁
口
一
人
一
人
に

応
分
の
ノ
ル
マ
を
付
与
し
て
「
地
に
遺
言
な
か
ら
し
め
る
」
ま
で
に

生
産
活
動
に
人
身
を
役
使
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
国

家
的
規
模
に
お
け
る
生
産
活
動
が
各
慮
の
已
受
田
の
範
囲
内
に
限
定

し
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
諸
多
の
事
例
か
ら

推
し
て
織
留
を
把
握
し
た
見
解
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

よ
り
も
均
田
綱
度
は
法
の
精
神
か
ら
す
る
と
国
家
の
人
身
掘
握
が
基

軸
と
な
り
、
受
田
の
多
少
・
等
等
の
高
下
に
か
か
わ
り
な
く
、
勧
農

政
策
（
開
発
耕
種
）
に
お
い
て
、
樒
役
労
働
に
お
い
て
、
ま
た
租
庸

調
の
物
納
負
担
に
お
い
て
、
国
家
の
収
奪
が
人
頭
割
に
｝
律
均
等
に

行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
国
家
の
要
求
す
る
も
の
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
人
身
収
奪
で
あ
り
、

そ
の
収
奪
に
必
要
な
生
産
の
場
と
し
て
受
田
が
付
随
す
る
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
已
受
照
と
は
人
民
各
自
に
そ
の
私
的
保
有

を
認
容
さ
れ
た
田
土
の
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
同
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時
に
人
身
収
奪
の
ノ
ル
マ
を
生
鷹
活
動
の
側
面
に
集
約
し
た
場
合
の

耕
作
基
準
藤
積
の
提
示
さ
れ
た
も
の
と
も
埋
解
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
霜
曇
で
は
、
そ
の
面
積
は
正
し
く
は
一
丁
男
（
正
田
・
露
㎜
の
場
舎
）

四
〇
敵
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
北
斉
に
な
っ
て
倍
磁
を
も
含
算

し
て
八
○
漱
と
な
る
と
、
ノ
ル
マ
と
し
て
の
意
味
か
ら
限
田
基
準
と

し
て
の
意
味
に
転
化
し
均
田
体
制
本
来
の
形
が
消
失
す
る
が
、
こ
れ

は
元
来
課
田
的
な
姿
と
し
て
の
北
魏
の
制
度
に
還
元
し
て
理
解
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
均
田
制
度
に
お
け
る
未
受
田
額
と
は
人

身
収
奪
に
お
け
る
余
剰
労
働
力
の
多
寡
を
標
示
す
る
数
量
で
も
あ
り
、

そ
の
余
剰
を
国
家
は
課
役
と
し
て
収
奪
す
る
か
、
あ
る
い
は
吉
田
の

開
発
な
い
し
耕
作
に
わ
り
あ
て
、
そ
の
一
部
を
小
作
形
体
に
し
て
そ

の
場
を
し
の
ぐ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
て
臨
機
の
処
置
を
と

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
一
定
の
心
窩
額
割
当
を
基

準
と
す
る
人
身
収
奪
が
国
家
の
丁
口
　
人
一
人
に
要
求
さ
れ
そ
の
さ

い
已
受
田
の
多
寡
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
西
州

の
場
合
現
実
に
は
一
丁
男
わ
ず
か
に
一
〇
畝
以
下
の
受
田
に
抑
制
さ

れ
つ
つ
も
、
戸
籍
で
は
狭
郷
規
定
に
も
と
づ
い
て
永
然
諾
〇
畝
・
口

分
四
〇
畝
の
応
受
額
を
か
な
ら
ず
記
載
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
単

に
律
令
網
度
の
形
式
主
義
と
し
て
か
た
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
考
慮

を
要
す
る
。

　
人
民
各
個
の
応
受
田
の
充
足
は
も
と
よ
り
望
ま
し
い
理
想
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
全
面
的
充
足
を
達
成
で
き
る
ほ
ど
に
国
家
の
施
策
は

ゆ
き
と
ど
か
ず
、
人
民
の
資
力
も
豊
か
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
巳
受

田
は
ま
っ
た
く
私
有
的
な
田
土
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
永
業
田
の
充
足
に
は
国
家

の
明
確
な
施
策
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
均
田
農
民
の
家

内
工
業
と
し
て
の
調
布
絹
の
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
各
懲
の
住
居

に
芸
事
珊
を
付
属
せ
し
む
べ
き
こ
と
が
要
詩
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
入
身
収
奪
の
困
難
な
老
小
男
寒
返
保
護
者
の
受
田
を
優
先
す
る

こ
と
も
、
農
村
共
同
体
内
に
お
け
る
丁
口
の
労
働
力
を
共
同
体
の
繋

縛
か
ら
解
放
し
国
家
約
目
的
に
吸
収
す
る
た
め
の
措
践
で
あ
る
。
そ

し
て
均
田
制
約
人
身
収
奪
の
前
提
と
な
る
べ
き
丁
口
の
受
田
一
と

く
に
口
分
田
の
受
田
1
一
が
…
体
に
僅
少
で
あ
っ
た
と
さ
え
推
測
さ

れ
る
の
は
、
国
家
の
丁
口
に
対
す
る
人
身
約
収
奪
優
先
の
投
影
と
み

ら
れ
る
。
か
れ
ら
は
私
約
な
口
分
受
田
に
お
い
て
よ
り
も
む
し
ろ
宮

役
や
官
田
の
労
働
力
と
し
て
人
身
的
に
収
奪
さ
れ
る
部
面
が
多
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
土
魯
番
古
文
書
の
伝
え
る
西
州
の
実
情
や
敦
縷
戸

籍
の
し
め
す
実
態
か
ら
億
そ
の
よ
う
に
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
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あ
る
。
そ
こ
で
均
田
綱
度
と
い
う
も
の
を
た
だ
ち
に
国
家
か
ら
の
他

力
本
願
的
な
受
濁
の
充
足
（
給
付
）
と
そ
の
基
盤
の
う
え
に
構
築
さ

れ
た
負
担
体
系
（
反
対
給
付
）
の
皆
々
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
安
易
な
解
釈
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
し
か
た
は

人
身
収
奪
を
基
軸
と
す
る
古
代
的
な
支
配
の
真
相
に
ほ
ど
遠
い
も
の

と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
は
わ
た
く
し
の
理
解
が
従
来
の
解
釈
と

は
逆
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的
に

は
こ
う
解
釈
し
な
け
れ
ば
均
田
制
度
の
人
異
支
配
体
系
は
不
可
解
な

も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
受
田
の
欠
号
が
そ

の
ま
ま
均
田
制
度
の
虚
構
性
を
し
め
す
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ
と
に

丁
身
の
受
田
欠
少
量
の
高
い
こ
と
は
、
表
面
的
に
は
均
田
法
規
の
も

つ
矛
盾
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
矛
盾
の
内
容
を
追
究
す
る
と
、
こ
れ
は

均
田
法
体
制
の
基
本
的
対
立
関
係
に
お
け
る
直
接
的
人
身
支
配
に
固

有
の
矛
盾
で
あ
る
こ
と
に
想
到
す
る
。

　
た
だ
以
上
に
の
べ
た
と
こ
ろ
は
敦
爆
・
土
魯
番
等
の
辺
境
地
帯
に

つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
、
内
地
一
般
に
お
い
て
も
唐
戸
の
受
鐵
欠
少

率
が
高
か
っ
た
か
ど
う
か
は
一
応
問
題
が
の
こ
る
。
均
田
制
関
係
の

現
存
古
文
書
が
す
べ
て
辺
境
出
土
の
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
そ
の
受

田
内
容
全
般
に
、
辺
境
の
特
殊
性
が
露
出
す
る
の
は
当
然
で
、
こ
れ
か

ら
え
ら
れ
る
結
論
は
所
詮
、
辺
境
地
帯
に
お
け
る
均
田
糊
度
と
そ
の

人
罠
支
配
形
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
辺
境
の
均
闘

覇
が
受
田
の
薦
で
も
っ
と
も
累
累
な
条
件
に
お
か
れ
て
お
り
、
し
か

も
そ
う
し
た
悪
条
件
の
も
と
で
貫
徹
さ
れ
た
均
田
制
的
支
配
で
あ
る

だ
け
に
、
そ
の
支
配
方
式
の
正
体
が
も
っ
と
も
露
骨
に
表
出
さ
れ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
敦
縷
・
土
魯
番
の
均
団
制
は
、

鋼
度
の
地
域
的
あ
り
が
た
か
ら
み
れ
ば
や
や
偏
在
的
な
も
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
を
均
田
制
的
支
配
体
系
の
も
っ
と
も
露
骨
に
表
編

さ
れ
た
一
断
面
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
法
の
精
神
を
端
的
に
摺
握
で

き
る
好
資
料
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
を

虚
構
の
姿
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
巳
受
田
の
耐
量
の
み
に
と
ら

わ
れ
た
皮
相
的
見
解
で
、
受
田
面
に
お
け
る
応
受
已
受
の
関
係
や
賦

課
面
を
も
あ
わ
せ
て
、
立
体
的
に
発
癌
さ
れ
た
綜
会
的
有
機
的
見
解

と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
西
州
・
敦
煙
の
受
田
状
況
が

一
見
均
田
制
の
虚
構
性
と
さ
れ
る
も
の
の
内
部
に
、
制
度
の
奥
深
く

秘
め
ら
れ
た
人
民
支
配
体
制
の
核
心
を
み
き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
⇒

　
　
　
　
　
（

　
受
壷
講
衆
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
こ
と
の
第
二
は
、
人
民
側
の
貧
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窟
と
巳
受
田
の
問
題
で
あ
る
。
北
魏
均
田
法
第
一
三
条
に
は

　
　
諸
一
人
鼻
翼
。
正
従
レ
正
。
倍
従
レ
倍
。
不
レ
得
レ
隔
細
越
他
説
浦
進
丁
受

　
　
ア
田
壷
。
導
燈
レ
断
レ
近
。
若
同
時
倶
受
。
先
レ
貧
後
レ
富
。
再
倍
之
田
。

　
　
放
レ
此
為
レ
法
。

　
と
あ
り
、
唐
戸
婚
律
一
七
一
・
里
正
授
田
課
農
桑
の
条
、
疏
議
に

は　
　
又
条
。
援
田
先
当
課
役
司
後
昌
不
課
役
4
先
レ
臼
後
レ
少
。
先
レ
貧
寒
レ
富
。

　
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
均
田
民
に
は
最
初
か
ら
貧
富
の
差

が
存
在
す
る
。
均
田
体
制
下
に
お
け
る
戸
等
の
存
在
は
均
田
民
の
貧

富
較
差
の
存
在
を
物
語
る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。
敦
爆
戸
籍
に
お
い

て
前
掲
の
衛
士
戸
に
例
を
と
っ
て
み
て
も
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
已

下
率
を
し
め
す
程
智
舞
戸
と
、
き
わ
め
て
低
額
受
田
率
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
余
他
の
衛
士
芦
と
の
間
に
は
妻
事
の
較
差
が
存
在
す
る
。
こ

の
事
実
は
各
戸
の
現
有
已
受
田
額
を
法
定
磨
製
磁
額
の
線
に
ま
で
高

め
る
た
め
に
は
、
戸
内
保
有
の
労
働
力
を
あ
げ
て
の
土
地
開
発
、
な
い

し
資
力
に
よ
る
土
地
買
取
が
集
積
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で

　
⑲

あ
る
。
か
く
し
て
法
規
に
か
か
げ
ら
れ
た
応
受
田
額
（
こ
と
に
麿
代

の
目
分
田
額
）
は
受
田
の
最
高
屋
標
額
を
し
め
す
も
の
に
ほ
か
な
ら

ず
、
こ
こ
に
到
達
す
る
に
は
入
畏
各
自
の
努
力
が
集
積
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
れ
は
決
し
て
容
易
な
業
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
た
だ

均
田
欄
の
開
創
期
に
お
い
て
、
土
地
に
充
分
の
余
裕
が
あ
り
、
労
働

力
も
不
足
す
る
状
態
の
も
と
で
は
、
受
田
の
獲
得
は
資
力
あ
る
も
の

に
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
ま
た
資
力
の
な
い
～
君
民
は
国
家
の
督

励
と
保
護
の
も
と
に
、
課
量
的
な
受
田
を
強
い
ら
れ
る
の
が
一
般
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
均
田
民
に
と
っ
て
は
こ
の
時
期
が
受
田
獲

得
の
最
好
機
で
、
い
っ
た
ん
社
会
が
安
定
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
豪

富
老
の
大
土
地
所
有
が
進
展
し
は
じ
め
る
と
、
受
田
獲
得
に
は
種
々

の
障
害
が
と
も
な
う
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
窮
斜
な
受
田
状
態
と
な

る
の
は
均
韻
都
度
に
つ
ね
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
（

　
受
田
年
少
の
第
三
は
国
家
が
荒
蕪
地
開
発
に
策
を
得
な
い
こ
と
、

お
よ
び
・
豪
富
者
の
大
土
地
所
有
の
発
展
と
中
小
農
地
の
兼
併
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
こ
こ
で
も
う
一
歩
た
ち

い
っ
て
検
討
し
よ
う
。
通
典
巻
二
・
田
制
下
引
。
関
東
風
俗
伝
の
冒

頭
に

　
　
0
其
時
強
弱
相
凌
。
博
レ
勢
望
奪
。
蜜
有
二
痛
悼
管
内
一
貧
無
昌
立
錐
之
地
記

　
　
ω
昔
漢
氏
募
四
人
艇
『
田
。
恐
・
遺
二
墾
課
鴻
令
レ
唾
罵
良
美
鴻
而
斉
氏
輪
回
昌

　
　
事
象
司
難
下
敷
昌
褻
年
権
格
4
時
麩
施
行
上
。
争
レ
地
文
案
。
有
昌
三
十
年
不
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レ
埋
土
刃
此
由
昌
授
受
無
ツ
法
者
也
。

　
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
均
田
体
制
下
の
み
な
ら
ず
、
三
富
間
に

お
け
る
国
家
の
土
地
開
発
政
策
の
基
本
難
題
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ

る
。
右
文
に
e
⇔
の
番
号
を
付
し
た
の
は
も
と
よ
り
わ
た
く
し
の
便

宜
か
ら
で
あ
る
が
、
ま
ず
e
か
ら
と
り
あ
げ
る
と
均
田
制
度
の
も
と

に
お
い
て
受
田
の
不
足
を
招
来
す
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
つ

ね
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
が
豪
富
の
土
地
兼
併
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
は
占
田
制
限
法
　
（
た
と
え
ば
官
贔
の
高
下
に
よ
る
土
地
断
有
額
の
抑
制

な
ど
の
よ
う
に
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
均
田
酸
度
は
最
初

か
ら
土
地
私
有
制
の
基
盤
の
上
に
立
脚
し
そ
の
う
え
に
国
家
の
干
渉

が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
成
の
土
地
所
有
を
全
面
的
に
官

遍
し
て
の
ち
土
地
の
再
配
分
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

大
土
地
所
有
の
存
在
は
そ
の
ま
ま
容
認
し
圏
家
と
し
て
は
了
口
を
動

員
し
て
、
未
墾
の
荒
蕪
地
の
開
発
を
行
な
い
、
官
営
農
場
や
自
営
中

小
農
の
田
土
の
増
殖
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
当
然
↑
⇒
の

問
題
が
発
生
す
る
。
関
東
風
俗
伝
に
あ
げ
ら
れ
た
漢
代
の
門
募
人
從

田
。
恐
遺
墨
課
」
と
は
そ
の
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
文
楽
一
三
年

（
B
・
C
一
六
七
）
の
徒
民
政
策
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
全
般
と
し
て

は
郡
守
県
令
の
指
導
下
に
行
な
わ
れ
た
勧
農
黒
黒
政
策
を
指
摘
し
て

い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
漢
心
に
は
一
方
に
豪
族
の
大
土
地
所
有
が

あ
り
、
そ
の
抑
制
の
た
め
限
田
限
奴
碑
政
策
が
強
調
さ
れ
た
り
し
た

が
こ
の
方
面
の
施
策
は
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
。
畢
寛
地
方
宮
を

主
軸
と
す
る
勧
農
政
策
が
強
力
に
展
開
さ
れ
た
が
北
斉
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
点
が
全
般
的
に
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
理
由
の
あ
る
こ
と
で
通
画
引
河
清
三
年
令
に

　
　
職
事
及
選
点
。
請
晶
墾
田
記
者
。
名
為
二
永
業
田
⑩

　
と
い
い
、
人
民
の
資
力
あ
る
も
の
に
田
土
開
発
を
奨
励
し
、
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
の
開
発
し
た
田
土
は
そ
の
私
有
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
基
本
方
針
が
大
土
地
所
有
を
放
任
し
た
の
み
な
ら
ず
豪
富
者
の
土

地
兼
併
を
助
長
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
未
墾
地
の
開
発
を
主
と

し
て
地
方
富
の
墾
田
政
策
に
依
存
し
、
そ
の
結
果
招
来
さ
れ
る
戸
口

田
土
の
増
殖
に
よ
っ
て
地
方
官
の
政
治
成
積
の
殿
最
（
上
下
）
を
評

定
し
た
両
懸
魏
晋
の
勧
農
政
策
に
み
ら
れ
た
羅
家
霞
身
に
よ
る
田
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

朋
発
へ
の
努
力
は
抄
写
に
お
い
て
は
全
般
的
に
貧
弱
で
あ
る
。
晴
に

は
官
人
永
業
照
の
制
度
が
あ
り
、
官
位
あ
る
も
の
に
は
一
定
限
度
内

で
の
大
土
地
所
有
を
認
容
し
、
唐
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
唐

田
令
に
よ
る
と
（
仁
井
田
陞
．
嵐
令
拾
遺
六
壁
書
…
四
頁
）

　
　
諸
所
レ
給
二
五
品
以
上
一
瓢
業
田
。
皆
不
レ
得
置
碁
郷
蟹
田
任
下
界
繍
寛
郷
～
隔
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越
。
射
繍
無
主
荒
地
～
充
よ
。
其
六
晶
以
下
事
業
。
即
聴
下
本
郷
取
漏
還
公

　
　
田
一
充
よ
。
願
下
於
　
寛
郷
一
取
上
者
亦
聴
。

　
と
あ
っ
て
五
品
以
上
の
多
額
に
わ
た
る
永
業
田
は
寛
郷
の
未
開
墾

地
を
開
発
し
て
取
得
す
る
と
い
う
条
件
で
土
地
所
有
を
認
め
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
寛
郷
の
未
墾
地
開
発
の
場
合
に
は
土
地
所
…
有
の
鰯

限
が
曖
昧
で
唐
戸
婚
律
一
六
四
・
占
鐵
過
限
の
条
、
疏
議
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
デ
ハ

　
　
王
者
制
レ
法
。
農
田
百
畝
。
其
官
人
輪
業
準
レ
品
。
及
＝
老
小
蔀
妻
④
受

　
　
レ
田
各
有
二
等
級
④
非
騙
寛
閑
之
郷
鴻
不
レ
得
　
限
外
思
立
鴻
（
中
略
）

　
　
カ
バ

　
　
謂
。
計
レ
ロ
管
足
以
外
。
衡
有
＝
剰
腿
馬
繋
従
二
墾
關
4
庶
レ
尽
二
地
利
鴻
故

　
　
所
レ
占
難
レ
多
。
律
不
レ
与
レ
罪
。
働
須
＝
申
牒
立
案
鱒
不
二
申
請
一
爾
占
者
。

　
　
從
下
応
昌
言
上
H
不
庶
玉
上
一
之
罪
上
。

　
と
い
い
寛
郷
に
お
け
る
未
墾
地
開
発
の
場
合
に
は
土
地
所
有
の
制

限
は
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
制
限
を
超
過
し
て
も
申
請

し
て
所
有
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
に
お
い
て
も
北

斉
の
墾
田
私
有
許
可
棚
の
趣
旨
が
踏
襲
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
寛
郷

に
お
け
る
未
墾
地
開
発
の
場
合
は
宮
吏
庶
民
の
別
を
間
わ
ず
右
の
規

定
が
適
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
五
晶
以
上
の
官
僚
の
よ
う
に
高
位

高
官
の
身
分
的
特
権
と
資
力
に
ま
か
せ
た
土
地
開
発
に
対
す
る
国
家

の
規
欄
力
と
い
う
も
の
が
ど
の
程
度
に
作
用
し
た
か
は
す
こ
ぶ
る
疑

問
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
が
ら
大
荘
園
が
発
生
し
た
と
み
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
性
の
あ
る
見
解
で
あ
る
。
一
方
土
地
所
有
に
厳
重

な
鰯
限
の
施
さ
れ
て
い
る
狭
郷
の
場
合
で
あ
る
が
、
前
掲
唐
事
に
よ

る
と
六
品
以
下
の
官
僚
の
永
業
田
を
下
郷
に
お
い
て
設
置
す
る
場
合

還
公
田
を
と
っ
て
永
業
田
に
充
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
窪
田
令
別
条
（
仁
井
田
、
六
三
〇
頁
）
に
よ
る
と

　
　
諸
買
レ
地
老
。
不
レ
得
レ
過
漏
本
欄
魂
難
レ
置
荻
郷
赤
聴
レ
依
二
面
制
⑩
其

　
　
確
者
。
不
レ
得
二
踏
査
岡

　
と
あ
り
、
狭
郷
に
お
い
て
も
庶
民
は
一
丁
男
に
つ
き
一
〇
〇
畝
の

応
電
磁
高
額
を
、
官
僚
六
斎
以
下
も
所
定
の
永
業
鐵
額
を
買
収
に
よ

っ
て
所
有
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
資
力
あ
る
も

の
は
寛
郷
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
狭
郷
に
お
い
て
も
一
定
の

枠
内
に
お
い
て
は
土
地
所
有
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

か
ら
こ
れ
ら
の
圧
迫
に
よ
っ
て
資
力
の
な
い
人
民
の
受
田
充
足
は
到

底
望
み
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
紫
黒
（
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

地
域
）
　
の
よ
う
な
特
殊
な
政
治
的
背
景
を
も
つ
場
所
に
お
い
て
は
強

力
な
国
家
の
干
渉
の
も
と
に
僅
少
で
均
等
な
受
田
が
行
な
わ
れ
た
が

中
国
内
地
一
般
に
お
い
て
は
土
地
所
有
に
お
け
る
貧
富
の
較
差
は
大

き
か
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
新
唐
書
巻
一
九
七
賞
敦
顯
伝
に
は
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均田法における受田と賦課に闘する一考察（西村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ム
み

　
　
永
徽
中
。
遷
扁
洛
州
（
刺
史
）
⑩
洛
多
　
豪
右
④
占
レ
閑
類
瞼
v
制
。
敦
顯
。

　
　
挙
没
者
三
千
絵
頃
。
以
賦
二
貧
民
の
発
レ
姦
樋
レ
伏
。
下
無
昌
能
歎
圃

　
と
い
い
高
宗
時
代
中
央
部
の
豊
州
に
お
い
て
豪
富
岩
の
舗
限
外
土

地
所
有
の
甚
し
か
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
新
室
書
巻
一
三
四
、
宇
文

融
伝
に
は

　
　
開
元
初
。
調
昌
富
平
主
簿
4
（
中
略
）
隣
天
下
戸
長
直
隠
。
人
孔
張
昌
本
籍
司

　
　
浮
　
食
言
里
葡
講
二
脱
謙
賦
圃
嶽
弱
相
丼
。
州
梁
莫
玩
脂
制
鴻
融
由
　
監
察

　
　
御
史
司
陳
＝
便
宜
魂
請
下
校
昌
天
下
籍
4
収
　
匿
戸
和
田
記
佐
中
矯
度
鵡
。
玄

　
　
宗
以
レ
融
為
　
野
田
勧
農
使
4
鉤
　
検
帳
符
④
得
心
偽
計
亡
丁
一
甚
衆
。
擁
扁

　
　
丘
ハ
都
員
外
生
湿
侍
御
史
刈
融
乃
奏
昌
慕
容
埼
（
中
略
）
等
二
十
九
人
面
為
繍

　
　
勧
農
判
官
仮
御
史
4
分
昌
按
州
県
4
括
昌
正
丘
二
一
招
漏
裸
戸
口
魂
而
分
　

　
　
業
之
二
又
兼
塩
租
地
安
輯
芦
口
使
4
於
レ
是
諸
道
収
二
没
戸
八
十
万
鴻
田

　
　
荷
卸
レ
是
。
前
記
羨
工
数
百
万
繕
。
帝
掃
引
三
組
御
史
中
里
顯

　
と
あ
り
開
元
初
年
全
国
的
に
戸
口
の
隠
漏
が
多
く
豪
強
が
そ
れ
ら

の
受
田
分
を
兼
併
し
て
い
た
た
め
、
誓
文
融
が
覆
田
勧
農
使
と
な
り
、

大
量
の
偽
勲
亡
丁
を
検
与
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
　
「
欝
欝
亡
丁
隔
と

あ
る
か
ら
庶
民
の
戸
口
隠
漏
の
み
な
ら
ず
羅
馬
詐
称
に
よ
る
下
品
永

業
田
の
偽
占
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
検
括
を
全
国
的

に
拡
大
し
て
足
無
、
0
万
と
こ
れ
に
相
当
す
る
差
土
の
隠
偽
が
発
覚
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
唐
金
要
八
一
・
考
上
、
開
元
一
七

年
三
月
の
条
に
は

　
　
又
刑
部
尚
護
憲
従
懸
。
頻
出
充
扁
校
京
官
掌
中
一
中
当
面
文
融
。
承
レ
恩

　
　
絹
レ
事
。
以
マ
検
乱
悪
9
功
滋
。
本
司
校
二
上
下
考
凋
従
懸
抑
不
レ
与
レ
之
。

　
　
頗
以
為
レ
綴
。
遂
密
紫
奏
従
懸
広
昂
占
良
田
謁
歪
伽
有
二
臼
頃
4

　
と
い
い
刑
部
尚
書
の
慮
従
懇
は
正
三
晶
の
官
で
公
認
の
官
品
永
業

田
額
は
二
五
頃
で
あ
る
が
実
際
に
は
そ
の
四
倍
の
一
〇
〇
頃
を
占
有

し
て
い
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
個
女
人
の
具
体
的
な
事
例
は

史
実
と
し
て
特
記
す
べ
き
も
の
以
外
は
史
書
に
記
載
さ
れ
な
い
の
が

普
通
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
事
実
を
逐
一
挙
例
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
し
か
し
前
掲
し
た
律
令
の
趣
旨
か
ら
み
て
も
こ
う
し
た
宴
態

は
い
く
ら
で
も
存
在
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
一
般
状
勢
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
冊
府
元
亀
巻
四
九
五
、
邦

計
部
・
田
制
、
開
元
二
三
年
九
月
詔
に
は

　
　
天
下
差
潮
口
分
永
業
田
。
頻
有
二
処
分
一
二
レ
許
瓢
娯
売
典
貼
⑩
如
レ
聞
尚

　
　
未
レ
能
レ
断
。
嘱
望
失
レ
業
。
豪
窟
兼
井
。
宜
更
申
明
処
分
。
切
畑
駄
殖
止
圃

　
　
若
年
　
違
犯
4
科
鳳
遼
勅
罪
⑩

　
と
い
い
豪
富
の
兼
井
に
よ
っ
て
人
民
の
受
田
が
広
く
買
売
典
貼
さ

れ
鞍
馬
が
繊
業
を
失
っ
て
い
る
事
葵
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
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豪
富
者
が
薄
口
各
自
の
已
受
田
を
買
取
し
て
集
積
し
た
結
果
、
売
田

民
が
潤
土
を
失
っ
て
流
亡
し
た
事
実
を
の
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
、

天
宝
一
一
載
一
一
月
乙
丑
詔
に
は

　
　
（
前
略
）
O
如
レ
聞
王
公
百
官
及
富
嶽
之
家
。
比
遣
晶
庄
田
魂
恣
行
昌
吉
併
縛

　
　
莫
レ
催
轟
章
程
④
借
レ
即
答
皆
有
媒
熟
田
一
℃
因
レ
之
侵
奪
。
置
レ
牧
潜
唯
指
扁
山

　
　
谷
｝
。
不
レ
限
属
多
少
鴻
裳
二
日
口
分
平
気
⑩
違
レ
法
亮
買
。
或
改
二
控
書
而
或

　
　
云
昌
典
貼
4
致
レ
劃
一
百
姓
無
・
処
昌
安
置
4
乃
別
停
漏
客
戸
浦
使
＝
其
佃
食
魂

　
　
既
奪
昌
居
人
三
業
一
実
生
漏
浮
惰
之
畑
打
遠
近
画
然
。
因
循
亦
久
。
不
レ
有
晶

　
　
三
三
凋
為
レ
三
三
深
。

　
　
◎
其
王
公
酉
官
勲
蔭
等
家
。
臨
レ
躍
庄
田
。
不
レ
得
レ
瞼
昌
於
式
三
浦
働

　
　
更
従
昌
寛
典
④
務
使
昌
弘
通
⑩
共
有
下
同
籍
周
碁
以
上
親
。
倶
有
動
…
蔭
一
者
上
。

　
　
毎
人
占
地
。
頃
二
三
漏
其
累
計
④
某
（
其
～
）
蔭
外
濠
レ
絵
如
レ
旧
。
是
無
昌

　
　
勲
蔭
4
地
禽
レ
三
者
。
先
用
レ
鉄
（
銭
♪
．
）
買
得
。
不
レ
可
漏
官
収
4
限
二
劒

　
　
到
聖
日
内
貼
容
属
其
転
売
殉

　
　
⇔
其
先
不
レ
合
レ
蔭
又
論
外
猛
射
。
兼
借
レ
荒
皆
無
犀
鶏
鷺
＝
牧
地
之
内
⑩
井

　
　
庸
医
倉
蔭
者
鴻
並
不
レ
在
漏
占
限
鵡
官
戸
レ
主
。

　
と
あ
り
、
こ
の
詔
文
は
官
人
の
大
土
地
所
有
形
成
の
実
情
と
過
程

を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
段
は
大
土
地
所
有
の
発
展

と
兼
併
の
一
般
状
勢
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
王
公
百
官
富
豪
が

荘
田
を
造
営
し
て
近
隣
の
庶
民
の
永
業
口
分
を
も
兼
併
し
、
業
を
失

っ
た
人
民
を
至
難
と
し
て
荘
田
を
耕
作
せ
し
め
て
い
る
事
実
を
の
べ
、

第
二
段
は
こ
う
し
て
集
積
さ
れ
た
土
地
の
集
計
が
占
田
制
限
を
超
過

し
た
も
の
が
多
い
の
で
、
勲
蔭
の
許
容
限
度
ま
で
土
地
所
有
は
認
容

す
る
が
こ
れ
を
超
え
た
田
土
は
所
有
を
許
さ
な
い
こ
と
を
明
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
超
過
分
を
た
だ
ち
に
官
壊
す
る
と

い
う
の
で
は
な
く
寛
典
に
し
た
が
っ
て
金
銭
に
よ
っ
て
売
買
せ
し
め

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
郷
に
お
け
る
占
田
限
度
を
超
え
た
土
地
開

墾
が
律
に
抵
触
し
な
か
っ
た
事
実
を
具
体
的
に
し
め
す
も
の
で
均
田

三
綱
下
に
お
け
る
土
地
私
有
の
内
容
を
知
る
の
に
格
好
の
史
料
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
第
三
段
は
勲
蔭
の
特
権
以
上
に
請
射
し
て
荒
蕪
地
を
借
用
し
、
ま

た
は
馬
を
も
た
な
い
の
に
牧
地
を
置
い
た
よ
う
な
場
合
も
、
勲
蔭
の

許
容
限
度
ま
で
の
所
有
は
許
さ
れ
る
が
そ
れ
を
超
過
し
た
場
合
は
国

家
は
そ
の
土
地
を
元
の
所
有
者
（
岡
有
地
な
れ
ば
国
家
）
に
返
還
せ
し

め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
借
荒
ま
た
は
牧
地
で
士
地

を
開
墾
し
て
い
ず
、
し
た
が
っ
て
資
力
や
労
力
が
投
入
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
売
買
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
以
上
第
二
第
三
段
階
を
通
じ
て
み
る
と
王
公
貴
族
富
豪
が
勲
蔭
の

権
限
を
こ
え
て
田
土
開
発
を
行
な
い
荘
田
を
造
営
し
て
い
た
こ
と
が
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わ
か
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
荘
園
の
占
限
超
過
分
に
つ
い
て
は
そ

の
田
土
経
営
を
認
め
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
田
土
を
羅
家
が
た
だ
ち

に
没
収
す
る
こ
と
な
く
そ
の
所
有
権
を
み
と
め
て
金
銭
に
よ
っ
て
売

買
せ
し
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
黒
黒
に
お
け
る
荒
蕪
地

は
富
豪
に
よ
っ
て
資
力
（
奴
隷
労
働
力
も
含
む
）
に
ま
か
せ
て
開
発
さ

れ
、
そ
れ
が
勲
蔭
を
も
つ
他
の
富
豪
に
売
却
さ
れ
る
と
い
う
形
で
富

豪
の
大
土
地
所
有
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　
こ
の
場
合
大
土
地
所
有
者
と
な
る
た
め
に
は
資
力
の
み
な
ら
ず
官

僚
身
分
と
し
て
の
勲
蔭
を
必
要
と
し
た
が
、
敦
燵
出
土
天
宝
六
～
一

〇
載
差
脚
簿
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
曙
出
血
期
所
蔵
ペ
リ
オ
…
漢
文
文
再
第
二
六
五
七
・
二
八

〇
三
．
三
〇
一
八
．
三
五
五
九
暑
の
閥
文
書
）
の
な
か
に
み
え
る
敦
燈
六
郷
の

集
計
に
よ
る
と
愚
子
以
上
勲
蔭
あ
る
も
の
が
全
体
の
四
六
．
パ
ー
セ
ン

ト
を
し
め
て
お
り
（
こ
れ
が
す
べ
て
嘗
人
永
業
田
取
得
資
絡
を
も
つ
も
の

で
は
な
い
が
）
比
企
の
高
い
家
ほ
ど
勲
蔭
保
持
者
が
多
く
な
っ
て
い

　
　
㊧

る
か
ら
、
敦
煙
が
軍
事
上
重
要
な
辺
境
地
帯
で
勲
官
所
有
者
が
と
く

に
多
か
っ
た
と
い
う
特
殊
事
情
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
則
天
五
壇
の

勲
蔭
遊
離
以
後
の
唐
墨
で
は
庶
民
で
も
一
般
に
勲
蔭
所
有
者
が
多
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
宮
人
に
お
い
て
は
資
力
さ
え
あ
れ

ば
一
族
の
勲
蔭
資
格
は
比
較
的
容
易
に
取
得
で
き
た
と
思
わ
れ
、
，
こ

れ
に
一
般
人
民
の
豪
富
者
も
加
え
て
開
元
天
美
時
代
に
お
け
る
官
僚

や
豪
富
者
の
土
地
兼
併
は
唐
代
史
料
に
み
え
る
よ
う
に
全
面
的
に
普

及
し
て
い
た
も
の
と
み
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
通
典
二
二
・
沼
制
下
、

唐
開
元
二
十
五
年
湧
令
の
条
に

　
　
難
・
閉
刊
此
期
4
開
元
之
季
。
天
宝
以
来
。
法
令
弛
壊
。
兼
井
之
弊
。
有

　
　
レ
鍮
　
於
漢
成
哀
之
間
④

　
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
天
宝
初
年
に
お
け
る
富
豪
の
土
地
兼
併
の

一
般
的
と
な
っ
た
実
態
を
端
的
に
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

均
田
体
綱
は
元
来
全
般
的
な
土
地
の
荒
廃
と
労
働
力
の
不
足
を
前
提

と
し
て
政
府
の
勧
農
課
耕
政
策
が
人
民
丁
口
の
直
接
的
人
身
招
握
を

基
軸
と
し
て
展
閲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
国
家
に
よ
る
州

県
単
位
の
公
的
な
勧
農
政
策
に
よ
っ
て
は
集
約
的
な
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
貴
族
富
豪
者
に
よ
る
私
的

な
田
土
蘭
発
荘
園
経
営
は
、
墾
田
の
私
有
財
産
と
し
て
の
容
認
が
背

景
と
な
っ
て
積
極
的
自
発
的
な
田
土
開
発
と
上
田
に
よ
る
金
銭
蓄
積

を
促
進
し
、
荘
園
経
営
が
完
成
の
域
に
達
し
た
の
ち
は
荘
園
周
辺
部

に
お
け
る
中
小
農
の
土
地
買
収
が
進
行
し
て
全
面
的
な
大
土
地
所
有

が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
て
均
田
民
の
戸
口
・
田
土
の
偽

濫
や
佃
客
化
が
一
般
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
な
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か
に
あ
っ
て
は
中
小
以
下
の
均
田
農
民
の
受
田
充
足
は
到
底
期
待
し

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
大
土
地
経
営
に
圧
倒
さ
れ
辛
う
じ
て
零
細

な
受
田
を
維
持
す
る
と
と
も
に
あ
わ
せ
て
富
私
田
の
小
作
を
行
な
い
、

ま
た
兵
役
を
は
じ
め
と
す
る
里
雪
に
身
を
投
じ
て
国
家
の
公
的
責

務
を
果
す
こ
と
が
～
般
的
な
あ
り
か
た
で
あ
っ
だ
と
思
わ
れ
る
。
敦

燦
戸
籍
に
お
け
る
丁
男
の
受
田
が
全
般
的
に
貧
弱
な
事
態
は
前
述
し

た
種
女
の
事
情
が
糊
乗
的
に
加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
唐
天
宝
六
載
戸
籍
の
受
田
内
容
に
は
当
然
均
田

捌
崩
壊
期
の
経
済
的
現
象
が
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
辺

境
の
兵
役
重
徴
の
よ
う
な
政
治
的
要
求
も
重
な
り
、
総
じ
て
律
令
体

翻
下
の
墨
描
的
個
鋼
人
身
支
配
に
繋
縛
さ
れ
た
貧
窮
均
田
民
の
実
態

が
露
呈
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
方
均
田
糊
度
に
お
け
る
老
馬
等

要
保
護
戸
の
受
田
へ
の
国
家
の
配
慮
や
永
業
田
確
保
へ
の
努
力
の
あ

と
も
歯
触
さ
れ
る
。
塗
筆
煙
戸
籍
の
受
田
内
容
は
已
受
田
の
欠
少
が

顕
著
で
あ
る
点
に
お
い
て
全
般
的
に
弱
体
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
種

々
の
背
景
を
加
味
し
て
考
え
る
と
き
、
な
お
そ
こ
に
は
均
田
体
管
下

に
お
け
る
種
女
の
要
素
の
有
機
的
な
交
錯
が
み
ら
れ
、
貧
弱
な
受
田

状
況
は
そ
れ
な
り
に
律
令
体
制
下
に
お
け
る
人
身
支
配
の
種
々
網
と

し
て
合
理
的
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
結

肇Σ．

員既

　
本
論
に
の
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
e
敦
煙
出
土
の
北
朝
・

唐
計
帳
戸
籍
に
み
え
る
均
田
民
の
已
受
田
額
は
、
律
令
に
み
え
る
応

急
詔
額
と
は
配
当
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
こ
れ
は
均
田

六
度
の
も
つ
矛
盾
な
い
し
虚
構
性
と
考
え
ら
れ
た
。
⇔
こ
の
虚
構
性

は
従
来
戸
籍
現
物
の
も
っ
と
も
豊
富
な
唐
天
宝
六
載
の
往
会
経
済
事

情
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
均
田
制
度
の
崩
壊
現
象
を
現
わ
す
も

の
と
理
解
さ
れ
た
。
囲
と
こ
ろ
が
唐
天
宝
六
載
戸
籍
の
受
田
内
容
は
、

最
近
の
研
究
に
か
か
る
北
朝
西
魏
時
代
の
敦
爆
計
帳
の
受
田
内
容
に

共
通
性
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
敦
煙
計
帳
戸
籍
の
構
造
的
特
質
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
天
宝
六
載
と
い
う
時
点
よ
り
も
む
し
ろ
三
重
の

地
域
的
特
性
と
い
う
こ
と
が
よ
り
重
要
な
要
素
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

㈱
つ
ぎ
に
文
書
内
容
の
検
討
に
う
つ
る
と
、
西
魏
計
帳
に
お
い
て
現

任
役
就
任
丁
男
に
は
田
租
が
い
ち
じ
る
し
く
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
長
期
的
揺
役
が
田
作
と
両
立
し
な
い
た
め
に
講
じ
ら
れ
た
措
置

と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
、
唐
戸
籍
の
衛
士
戸
の
口
分
田
受
田
率
が
一
体

に
悪
い
こ
と
も
、
そ
の
物
納
負
担
免
除
と
照
応
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
国
唐
敦
緯
戸
籍
を
通
じ
て
桑
戸
の
口
分
受
田
率
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の
概
し
て
悪
い
こ
と
と
、
唐
敦
煙
差
科
簿
に
お
い
て
丁
男
の
大
半
が

雑
任
役
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
と
は
決
し
て
無
関
係
な
こ
と
で
は
な

い
。
㈹
均
田
民
へ
の
受
田
は
、
随
時
随
所
に
国
家
が
規
定
田
額
を
恵

与
す
る
と
い
っ
た
甘
い
政
策
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

人
民
の
戸
内
労
働
力
・
資
力
を
結
集
し
て
た
た
か
い
と
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
貧
寓
の
差
が
均
田
調
に
付
随
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
白
で
あ
る
。
し
か
し
人
罠
の
労
働
力
を
自
家
の
受
照
獲
得
の
た
め

の
み
に
振
向
け
得
る
事
由
が
ど
の
程
度
に
あ
っ
た
か
が
問
題
で
、
樒

役
等
国
家
の
直
接
約
役
使
に
人
民
の
労
働
力
が
吸
収
さ
れ
る
部
面
が

梢
当
多
か
っ
た
点
が
注
團
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
応
受
田
額
の
全
面

的
な
已
受
化
は
法
精
神
に
お
け
る
一
つ
の
理
想
と
し
て
と
ら
え
ら
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
㈹
し
か
し
律
令
の
受
田
規
定
は
少
な
く
と
も
次

の
点
に
お
い
て
は
守
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
㈹
羽
書
経
済

を
確
保
す
る
た
め
桑
麻
永
業
田
の
受
田
を
優
先
し
た
こ
と
。
⑬
老
小

寡
等
、
国
家
の
人
身
使
役
に
た
え
ら
れ
な
い
弱
者
の
生
活
を
保
護
し

、
て
寒
帯
の
活
動
力
を
共
同
体
の
繋
縛
・
負
担
か
ら
切
断
す
る
た
め
、

弱
者
の
受
田
に
尽
力
し
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
㈹
割
当
戸
籍
に
お

い
て
雑
話
役
（
豪
然
衛
士
も
含
ま
れ
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
丁
男
の
受

田
が
か
え
っ
て
欠
少
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
は
、
丁
男
が
自

家
受
田
の
造
成
よ
り
も
国
家
の
人
身
役
使
に
吸
収
さ
れ
る
部
薗
が
多

か
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
未
受
国
額
の
多
い

こ
と
は
労
働
力
の
余
剰
の
標
示
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
㈹
し
た
が

っ
て
敦
燵
戸
籍
の
受
田
内
容
は
た
だ
ち
に
均
濁
法
の
虚
構
性
と
み
る

べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
人
身
土
地
支
配
方
式
に
固
有
の
矛
盾
と
す
べ

き
で
あ
る
。
㊨
土
魯
番
・
敦
煙
文
書
に
お
け
る
受
田
の
実
体
を
通
じ

て
み
る
か
ぎ
り
、
均
田
網
羅
に
は
国
家
の
直
接
的
個
別
人
身
支
配
の

精
神
が
貫
徹
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
の
調
度
は
土
地
を
媒
介
と
す
る

支
配
形
体
の
初
歩
的
な
段
階
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
一

〇
箇
条
で
あ
る
。

①
文
書
全
文
は
由
本
達
郎
「
敦
煙
計
帳
様
文
書
残
簡
」
（
上
）
『
東
洋
学
報
臨
三

　
七
の
二
。
参
照
。

②
桑
脚
永
業
優
先
は
、
桑
購
の
栽
培
・
調
絹
布
の
製
造
に
た
い
す
る
罵
家
の
要
求

　
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
均
田
法
に
は
二
〇
畝
の

　
永
業
田
に
桑
蹴
○
樹
を
植
え
る
義
務
を
規
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
磨
毒
婦
氏
が

　
『
魏
皿
黒
鰭
北
繭
糊
史
弛
訓
叢
・
仙
鶴
隅
編
』
、
　
一
国
ハ
署
鍬
に
指
繍
…
し
て
い
る
よ
う
に
、
喫
パ
際
に
は

　
二
〇
畝
の
土
地
に
桑
を
｛
○
○
○
樹
ぐ
ら
い
は
植
え
ら
れ
る
と
い
う
事
実
を
考
え

　
る
と
、
一
一
〇
畝
の
桑
蹴
田
は
実
際
あ
必
要
畝
数
を
は
る
か
に
超
え
る
理
想
的
な
基

　
準
面
積
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
露
田
の
醸
積
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は

　
ま
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
二
〇
畝
の
桑
田
が
全
部
桑
・
護
・
楡
で
埋
め
ら
れ
た
か
ど

　
う
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
当
疇
の
生
産
力
が
正
確
に

　
算
定
さ
れ
て
か
ら
で
な
い
と
軽
々
し
く
論
ぜ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
は
賦

　
課
と
受
田
の
法
逆
上
の
対
慈
悶
係
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に

95 （247）



　
は
立
入
ら
な
い
。

③
拙
稿
「
西
面
計
帳
欝
籍
に
お
け
る
課
と
税
の
意
義
」
『
東
洋
史
研
究
鋤
二
〇
の

　
「
・
二
督
参
照
。

④
　
不
課
…
戸
の
租
額
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
璽
魏
降
．
代
の
敦
煙
計
帳
戸
籍
に
織
す
る
二

　
・
三
の
問
題
」
『
史
林
』
、
四
四
の
二
参
照
。
な
お
比
較
の
便
宜
の
た
め
課
戸
・
不

　
諜
…
廻
の
穏
額
（
全
額
）
を
対
照
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

等ξし／

・tt課

’課“

上中下

課
　
戸
　
一
　
丁
二

二
石一

石
七
斗
五
升

一
石

不
三
戸
一
戸
当

三
石
七
斗
五
升

鉱
石
六
四
二
升
五
合

一
腿

　
　
右
は
一
丁
と
一
芦
の
比
較
で
あ
り
、
課
戸
は
普
通
　
駄
単
位
で
あ
る
か
ら
、
厳

　
密
な
意
旅
で
は
慨
然
諜
戸
の
租
の
ほ
う
が
重
い
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
は
単
に
課

　
戸
一
丁
と
不
課
戸
一
戸
と
を
対
照
し
て
お
く
。

⑤
拙
稿
「
鷹
代
吐
魯
番
に
お
け
る
均
田
制
の
意
義
」
1
大
谷
探
検
隊
将
来
、
欠

　
田
文
欝
を
中
心
と
し
て
i
I
。
『
繭
域
文
化
研
究
』
第
二
。
｝
三
二
六
・
七
頁
参
照
。

⑥
　
恭
寒
の
勧
農
政
策
は
別
に
語
論
す
る
襟
定
。

⑦
村
爾
は
村
落
で
、
則
天
文
字
を
使
用
し
て
い
る
。

③
　
内
藤
芸
州
「
溝
城
発
見
廣
代
官
㌘
文
書
の
研
究
」
　
『
中
瞬
法
螺
史
考
謹
』
二
四
穴

　
頁
参
照
。

⑨
註
③
参
照
。

⑩
杜
懐
奉
芦
の
記
事
に
は
誤
記
ま
た
は
疑
問
の
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
嶺
戸
の
受

　
田
口
は
戸
主
杜
懐
奉
購
薫
歳
、
上
柱
繭
。
亡
兄
場
崇
宵
バ
三
七
歳
、
衛
士
武
即
自
。

　
亡
兄
男
崇
賓
二
三
歳
、
瞬
丁
。
亡
兄
妻
張
三
六
歳
、
寡
の
四
二
で
、
勲
田
園
宅
を

　
合
計
す
れ
ば
三
三
頃
九
蕊
畝
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
合
応
受
田
は
三
一
二
頃
二
五

　
畝
と
記
載
し
て
あ
る
。
し
か
し
当
芦
は
不
課
戸
と
な
っ
て
い
る
か
ら
受
田
ロ
の
う

　
ち
亡
兄
男
崇
真
が
も
し
由
丁
廃
疾
な
れ
ば
、
三
三
頃
二
五
畝
と
な
っ
て
謙
算
が
合

　
う
か
ら
、
あ
る
い
は
廃
疾
の
記
菓
が
脱
落
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
目
玉

　
井
是
博
氏
指
摘
（
『
支
那
社
会
経
済
史
研
究
隠
二
八
五
頁
）
　
の
よ
う
に
、
記
棄
・
に

　
「
行
の
欠
如
が
あ
る
。

⑪
　
拙
稿
「
麿
嬢
令
に
お
け
る
雑
任
役
と
所
謂
儲
役
資
課
に
関
す
る
一
考
察
」
『
龍

　
谷
史
壇
』
五
〇
号
、
参
照
。

⑫
　
拙
稿
「
唐
代
敦
言
詮
科
簿
の
研
究
」
i
大
谷
探
検
隊
将
来
、
敦
煙
嵐
魯
番
古

　
文
書
を
参
考
資
料
と
し
て
。
　
『
醐
域
文
化
研
究
』
第
三
、
四
四
八
買
参
照
、

漁
膳
敦
燈
…
戸
籍
に
お
い
て
は
隊
副
・
上
控
國
・
鰯
衛
・
衛
±
等
官
名
・
勲
窟
．
兵

　
役
に
関
す
る
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
余
他
の
三
役
は
み
え
な
い
。
出
5
6
掲
し
た

　
衛
士
芦
に
は
衛
士
以
外
に
白
丁
が
一
二
名
あ
る
が
（
郭
玄
萌
戸
に
一
、
程
思
楚
に
一
、

　
杜
懐
奉
に
一
）
こ
れ
が
色
役
に
就
任
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑭
資
課
の
制
度
は
別
の
観
点
か
ら
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

⑮
　
宮
崎
市
定
「
魁
代
賦
役
制
度
新
考
㎏
　
『
葉
洋
u
史
研
究
』
一
四
の
四
、
参
照
。

⑮
　
　
『
芸
域
文
化
研
究
』
第
二
・
第
三
所
収
、
西
嶋
・
西
村
論
文
参
照
。

⑰
西
嶋
定
生
『
中
黒
経
済
史
研
究
』
第
二
部
第
四
章
第
五
節
、
七
蓬
授
と
四
至

　
記
載
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
一
…
附
、
敦
燥
に
お
け
る
均
田
制
の
施
行
状
態
。
参

　
照
。

愚
注
⑤
論
文
、
三
四
一
頁
以
下
参
照
。

⑲
大
麿
四
年
手
実
に
は
買
田
が
応
受
額
を
超
克
す
る
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
特
例

　
で
あ
り
、
崩
壊
期
の
環
象
と
し
て
別
翻
に
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

⑳
｝
拙
稿
「
漢
代
の
勧
農
政
策
」
　
『
史
林
』
鵬
二
の
｛
二
、
お
よ
び
「
北
斉
河
清
三
年

　
令
に
お
け
る
墾
田
永
業
規
定
成
立
の
意
義
」
『
東
方
学
』
第
三
三
輯
参
照
。

⑳
　
西
嶋
定
生
「
北
斉
河
清
三
年
田
令
に
つ
い
て
」
　
『
中
国
経
済
史
研
究
』
第
二
部

　
第
王
章
参
照
。

⑳
　
注
⑳
、
北
面
論
文
参
照
。

【
⑳
　
【
欝
我
部
静
雄
『
均
田
法
と
そ
の
税
役
鋼
度
毎
　
…
四
五
頁
参
照
。

⑳
｝
　
臨
戦
⑫
軍
靴
文
、
四
四
四
～
六
頁
、
第
一
欝
ハ
山
嵐
参
昭
悶
。

（
大
販
経
済
大
学
教
授
）
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Origin　of　S6son惣村and　its　Role

　　　　　by

I〈eiichi　Miura

　　Sδson惣門in　the　province　of　Izumi和泉，　in　company　with　Negoro－

sh食根来衆and　Saika－shCi雑賀衆of　Kisha紀州，　had　rebeled　against　the

Hosokawa細川clan　of　Shugo守護，　Miyoshi三好clan　of　Sengoku－dal－

my6戦國大名，　and　also　against　the　Oda織田and　the　Toyotomi豊臣

clans　nearly　one　hundred　years　acound．

　　This　article　explains　the　historical　development　of　S6son　for　about

one　hundred　years，　as　a　researching　material　of　’the　S6son　in　the　Kuma－

tori熊取manor，　Hine日根county　and　Nakamura中村in　the　Wakamatsu

若松manor，　Otori大鳥coL　ntY　of　the　Izumi和泉province，　through　the

study　of　landholdings，　circulation　of　goods，　activity　of　usury，　and　cons－

titution　of　rallks；　considering　on　a　viewpoint　of　the　peasanery　the

historical　achlevement　which　mediaeval　’peasants　had　won　and　the　pro－

biems　they　had　to　carry　on　their　bacl〈　as　a　remainect　task　to　overcoine．

Reception　and　Imposition　in　the　Ch甑一T‘ien　Law均田法

Short　a玉lowance　of　K‘ou－fSn－t‘ien口分田in　the

Tun－huang　Chi－chang－hu・chi敦燵計帳戸籍and
　　　　the　treatment　of　Ting－nan　T男

by

Genyu　Nishim“ra

　　It　has　been　already　pointed　out　that　the　rate　of　receiviRg　the　K‘ou－

fen－t‘圭en口分田was　Iow　in　the　census　registrat圭on　of　Tun－huang導爆

圭nthe　era　when　ChUn－t‘呈en均田system　was　enforced；and　accord圭ng

to　our　recent　accounting　of　reception　items　in　the　census　records，　the

receiv圭ng　rates　of　K‘o－hu課戸with　Ting－nan了男who　were　the　main

．object．of　Pan－t‘ien班田or　Wei－shih－hu衛士戸，　have　been　proved　to

generally　be　low，　which，　at　a　glance，　may　be　incomprehensible：　But

judging　from　the　accompanlment　of　ChUn－t‘ien　system　with　the　distance

between　the　poor　and　the　rich　from　the　beginning，　the　heavy　imposition

of　military　service　in　the　frontier　with　many　heavy　labour　works　which
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were　observed　in　the　Tun．huang　Ch‘a－k‘o－pu敦煙差科簿and盗e　existence

of　the　prescription　that　£he　payment　in　1〈ind　all　could　be　imposed　as

the　labour　work　only圭n　case　of　imposition　of　Yao一玉傍役in　need　of　the

government，　the　then　government　of　the　people　was　thought　to　have

nothing　betrer　than　that　of　the　person．　Therefore，　the　violence　of　go－

vernment　centrol　over　the　person　might　cause　the　incompatible　con－

ditions　with　the　construction　of　K‘ou－fSn－t‘ien；　then　it”　i’s　the　very

superficial　opinion　that　Pan－t‘ien　in　the　ChUn－t‘ien　system　should　be

considered　as　a　mere　fixed　grant　of　land．　Sapposing　that　the　rest　labour

power＄　accepting　the　governiinent　control　over　the　person　were　almost

allowed　to　eransfer　the　given　fields　to　private　naanagement，　it　was　not

untii　each　house　inight　construct　the　given　fiel（ls．　Being　unable　to　con－

sider　the　C1臓n－t‘ien均田syst6rn　as　a　false　one，　we　should　acknowledge

it　the　very　land　system　that　brought　sternness　of　the　governinent　control

over　the　person．

Eine　WiedernachprUfuRg　gber　die　Nicliterneuerung　des
　　　　　　　　Rttcl〈versicherungsvertrages　von　1890

von

Takehiko　Okal）e

　　Seit　langem　weist　man　sich　sehr　oft　nach，　wie　entscheidend　die

Ablehnung　der　Verlangerung　des　deutsch－russischen　Geheknvertrages

im　Juni　1890　den　wicl？tigsten　AnlaB　zu　dem　Zerfall　des　sog．　Bisinarcl〈一

schen　Systeins　gab，　weil　sie　bald　die　Gritndung　des　russisch－franzdsischen

Zweibundes　als　ihren　Erfolg　hergebracht　hat．　ln’Wirklichkeit　ist　doch

diese　Entente　nicht　sofort　nach　dem　Ablauf　jenes　Rdcl〈versicherutngs－

vertrages　entstaBden．　Nach　meiner　Meinung　1〈6nnen　wir　schon　ln　der

Aufzeichnung　Berchems　vom　25．　Marz　dieses　Jahres，　in　der　der　Wi－

derspruch　gegen　seiner　Erneuerung　von　vielen　Seiten　her　behauptet

wird，　den　Keim　erkennen，　der　die　weitere　FUhrung　des　von　Bismarcl〈

geschickt　konstruierten　Staatensystems　ungU｝tig　machen　soll．　ln　diesem

System　spielte　der　Vertrag　eigenttimlich　di’e　VerbiRdungsrolle　der　bel－

den　wesentlichen　Prinziplen，　die　Bismarck　fUr　die　attswartige　Politik　des

Reiches　eifrig　verfolgte；　die　lsolierung　Frankreichs　im　Westen　sowie

die　Aufrechterhaltung　des　Berliner　Abl〈ommen＄　a1s　der　1〈onferenzdiplo－

matie　im　Osten．　Auf　diese　Weise　konnte　er　in　der　europaischen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（317）


